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⑴「離島在住者対象型」
      海上保安庁『海上保安の現況』において本土以外の島に設置されている高等学校を卒業または卒業見込みの者

⑵「海外帰国生徒型」 日本国籍を有し（特別永住権を含む）以下いずれかに該当する者
・外国において正規の教育課程に基づく高等学校に最終学年を含めて2年以上継続して在籍し、
    2027年3月までに学校教育の 12年目を修了または終了見込の者。ただし、本学入学時に帰国後2年以内の者

・外国において正規の教育課程に基づく高等学校に2年以上継続して在学し、
    2027年3月までに日本の高等学校を卒業または卒業見込の者。ただし、本学入学時に帰国後2年以内の者

・外国の教育課程に基づく高等学校に2年以上継続して在学し、国際バカロレア（IBDP）、アビトゥア、バカロレア、
    GCEAレベル、国際Aレベル（2科目以上合格／ E評価以上）、欧州バカロレア資格のいずれかを保有する者。
    ただし、本学入学時に帰国後2年以内の者

エントリー資格・出願資格

⑴日本国籍者
⑵日本国籍を含む重国籍者
⑶入学に際して「留学」以外の適切な在留資格を有する外国籍者

2027年3 月31日までに下記資格を満たすことができなかった場合、入学許可後であっても入学許可を取り消します。

入学に際して外国籍で「留学」の在留資格を得ている（または得る予定の）方は、外国人留学生用の入学試験を受験してください。
この募集要項ではなく「外国人留学生募集要項」を本学Webサイトよりダウンロードしてご覧ください。

国　籍 次のいずれかに該当する者

⑴本学に入学を希望される場合、学校教育法に定める他の大学、短期大学、大学院、高等専門学校、高等学校の専攻科、及び
外国の大学にすでに在籍中の者は、本学に同時に在籍することはできません。退学予定の者は、本学入学時に退学または在籍
期間証明書、離籍証明書の提出が必要ですので、ご自身で出身校にご確認ください。
⑵他大学等との二重学籍が判明した場合は、本学懲戒規程の対象となります。

二重学籍の禁止

⑴ 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者
⑵ 特別支援学校の高等部又は高等専門学校の3年次を修了した者
⑶ 高等学校卒業程度認定試験（旧大検）に合格した 18歳以上の者
⑷ 外国において、正規の学校教育における 12 年目の課程を修了した者、
      または 12年の課程修了相当の学力認定試験に合格した 18歳以上の者
⑸ 文部科学大臣が、高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者
⑹文部科学大臣が指定した専修学校の高等課程を修了した者
⑺ 外国の大学入学資格である国際バカロレア（IBDP）、アビトゥア、バカロレア、GCEAレベル、
      国際Aレベル (2科目以上合格 /E評価以上 )、欧州バカロレア資格を保有する者
⑻ 国際的な評価団体（WASC、CIS、ACSI、NEASC、Cognia、COBIS）の認定を受けた教育施設の 12年の課程を修了した者
⑼ 上記以外に文部科学省が定める大学入学資格を有する者（文部科学省Webサイト「大学入学資格について」をご確認ください）
⑽ 本学において、相当年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた 18歳以上の者（個別入学資格審査）

学歴 2027年4月 1日時点において、次のいずれかに該当する者

※（3）に該当する方は、別途書類の提出が必要です。詳細はP.47を参照してください。

※「個別入学資格審査」についての詳細は、アドミッション･オフィスにお問い合わせください。

※広域通信制学校による本校所在地が離島の場合を除く。

※文部科学大臣が認定した在外教育施設に在学した場合、その期間は外国において学校教育を受けたとみなしません。

追加要件 総合型選抜 3,4期 テーマ選択型（オンライン）の以下テーマに出願する場合は、追加要件があります。
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学べる分野│岩絵具表現│墨表現│箔表現│デッサン・写生│古典絵画模写│表現のための技法・素材研究│日本画を通しての日本美術史

10学科24コース一覧

日本画コース

美術工芸学科　[募集人員 ]  210名

キャラクターデザイン学科　[募集人員 ]  200名

情報デザイン学科　[募集人員 ]  240名

学べる分野│油画│版画│デッサン│テンペラ・フレスコ│ドローイング│デジタル表現│美術史・絵画史│鑑賞と読み解き│展覧会運営│WEBポートフォリオ作成

油画コース

学べる分野│写真│映像│現代アート│写真史・映像史

写真・映像コース

学べる分野│染め│織り│ファッションテキスタイル│インテリアテキスタイル│伝統工芸│テキスタイルアート│現代美術│生活雑貨

染織テキスタイルコース

学べる分野│彫刻│陶芸│現代美術│3Dモデリング│デジタルファブリケーション

総合造形コース

学べる分野│アートプロデュース│企画構想│アートマネージメント│コミュニティデザイン│文化施設運営│美術史・美学・美術批評│文化政策

アートプロデュースコース

学べる分野│文化財保存修復 (民俗文化財・東洋書画・文化財科学 )・歴史遺産学 (フィールド調査・伝統文化・デジタル考古学・遺跡庭園学 )

文化財保存修復・歴史遺産コース

学べる分野│グラフィックデザイン│広告・プロモーション│商品・サービス企画│ロゴ・ブランドデザイン│雑誌・本のデザイン│Web・アプリ

ビジュアルデザインコース

学べる分野│イラストレーション│グッズ・雑貨デザイン│商品企画│グラフィックアート│展覧会企画│カルチャー│セルフプロモーション

イラストレーションコース

学べる分野│企画│ゲームプランニング│コミュニケーションデザイン│ゲーミフィケーション│ゲームデザイン│3DCG│カルチャー

ゲームクリエイションコース

学べる分野│映像│UI/UX│モーショングラフィックス│3DCG│CM│MV│アニメーション│SNS・流行│動画企画・配信│BGM

映像クリエイションコース

学べる分野│キャラクターイラスト│アニメーション│ゲーム│CG│ストーリー│コンテンツプロデュース│UXデザイン│サウンド│メディアアート

キャラクターデザインコース

学べる分野│ストーリーマンガ│デジタルコミック│コミックイラスト│小説コミカライズ│マンガ編集│マンガビジネス│マンガ研究

マンガコース
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
学
科

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

美
術
工
芸
学
科

[募集人員 ]  合計｜1 1 10名
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プロダクトデザイン学科　[募集人員 ]  75名

空間演出デザイン学科　[募集人員 ]  60名

環境デザイン学科　[募集人員 ]  70名

舞台芸術学科　[募集人員 ]  90名

映画学科　[募集人員 ]  90名

学べる分野│文房具│日用品│インテリアプロダクト│ファブリック│家具│家電│玩具│アプリ│パッケージ│CMF│UI/UXデザイン│サービスデザイン

プロダクトデザインコース

学べる分野│企画│サービスデザイン│DX│IoT│テクノロジー│プログラミング│ネットワーク│マーケティング│ブランディング│ビジネス (経営・起業 )

クロステックデザインコース

学べる分野│ソーシャルデザイン│企画│ディスプレイデザイン│インテリア│地域デザイン│プロジェクトデザイン│ブランディング│展示│生活プロダクト

空間デザインコース

学べる分野│ファッション│企画│ジュエリー│ソーシャルデザイン│ブランディング│伝統文化デザイン│地域デザイン│雑貨デザイン│VMD│スタイリング

ファッションデザインコース

学べる分野│建築│住宅│まちづくり│インテリア│家具│ランドスケープ│庭園

建築・インテリア・環境デザインコース

学べる分野│プロデュース│監督│脚本│撮影│照明│録音│映像美術│編集│配給・宣伝│批評・研究│テレビドラマ│CM│MV│動画配信│CG合成

映画製作コース

学べる分野│俳優│声優│ボーカル│ダンス│アクション│殺陣│アナウンサー│ナレーター│SNS配信

俳優コース 

学べる分野│演技│演出│ダンス│ミュージカル│声優│ボーカル│殺陣│劇作│舞台プロデュース│日本舞踊│舞台芸術論・舞台芸術史│作品研究

演技・演出コース

学べる分野│幼児教育│保育│あそびのデザイン│子育て支援│コミュニティデザイン│ワークショップ│絵本│おもちゃ│こども発達と心理│食育│福祉

こども芸術コース

学べる分野│舞台美術│照明│音響│舞台映像│舞台衣装│大道具│小道具│舞台監督│劇場管理│制作│舞台芸術論・舞台芸術史│作品研究

舞台デザインコース

学べる分野│小説│戯曲・脚本│取材記事執筆・ノンフィクション│編集│雑誌制作│評論│詩│短歌│俳句│ゲームシナリオ│広告・コピーライティング

クリエイティブ・ライティングコース

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科

空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

映
画
学
科

舞
台
芸
術
学
科

文
芸
表
現
学
科

こ
ど
も
芸
術
学
科

文芸表現学科　[募集人員 ]  45名

こども芸術学科　[募集人員 ]  30名
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※体験授業型はエントリー結果発表後、出願手続から専願となります

入学定員が増加
 3 年連続！

2022年度  - - --  910名

2023年度  - - --  975名

2024年度  - - --  1 ,050名
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通学部入学定員数の推移

2018 2020 20222021 2023 202520242019
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1,110

2026年度入試から
入試制度が大きく変わりました！

多様な総合型選抜から可能性を拡げよう！

総合型選抜の募集人員が増加
総合型選抜 1期（9月）、2期（10月）
において合格のチャンスが拡がります。

2027年度入試  TOPICS

体験授業型 科目選択型探究プロセス型 テーマ選択型
（オンライン）

未経験者でもOK！
1日の体験授業を
通して取り組む入試

本学の探究プログラムや
高校までの探究学習を通じて
早期から準備をして
臨める入試

6種類のテーマから
自分の得意を活かして、
オンライン受験可能

基礎学力（国･英）･小論文
またはデッサンから

得意科目で受験できる入試

体験授業型・探究プロセス型は同時エントリーが可能です。（1期･2期） 科目選択型・テーマ選択型（オンライン）は同時出願が可能です。（3期）

NEW! NEW!

Point

1

他大学との併願が可能な入試が増加
多くの入試が他大学との併願が可能に、
受験選択の幅が拡がりました。

Point

3

総合型選抜は4種類の形式から選択可能
体験授業形式や指定提出物の提出のみ、
オンライン、基礎学力などから選べます。

Point

2

入試対策はイベントやオンラインで !
それぞれの入試に特化した入試対策を
準備しています。詳細は右ページへ

Point

4

2025 年度  - - --  1 , 1 10 名

合格のチャンスが増える!
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● 総合型選抜 1期・2期のエントリー費用は無料です。
の受験に必要なエントリー費用は無料。

35,000円検定料

検定料減免対象
イベント日程

15,000円20,000円免除20,000円免除！

総合型選抜 1期･2期の

オープンキャンパス
探究ワークショッププログラム

※2026年実施の入試が対象

検定料が
総合型選抜 1期・2期のエントリー結果発表で「出願可」通知を受け取り、
入学の意思があり、出願する場合は、検定料 35,000円が必要。
2026年 2月‒9月実施のいずれかのオープンキャンパス・探究ワークショッ
ププログラムに参加している場合は、検定料を 20,000円減免。

● 検定料を20,000円減免

総合型選抜の募集人員が増加
1 期

2 期

3 期

4 期
80％

総
合
型
選
抜

募集人員

入試対策コンテンツが充実！
入試には様々な受験方式がありますが、
すべての入試に出願をサポートする説明会やオンラインのコンテンツがあります。
進学について、少しでも疑問に感じることがあったら是非参加・閲覧してみてください。

体験授業型 探究プロセス型

探究プロセス型

体験授業型 探究プロセス型

体験授業型

テーマ選択型（オンライン）

テーマ選択型（オンライン）

科目選択型

     ------------- 50％  →  55％

     ------------- 10％    →  15％

                     --- 10％

 ---------------- 若干名

への参加で

受験生応援サイト

総合型選抜

入試対策
オンライン説明会

 6~10月 開催（オンライン）

入試のことを考え出した時
期に、気軽に確認すること
ができる説明会です。入試
のポイントや準備について
詳細を知ることができます。

探究プロセス型
提出動画制作･YouTube
アップロード講座

 7月 更新（オンライン）

探究プロセス型の指定提出物
について、どのように作成し、
アップロードするのか詳細を
説明します。

芸大進学を考えている方必
見！入試関連のイベントや
入試Q&Aなど、進学を考え
始めたときから出願時まで
長く使えるWebサイト。

受験生応援サイト
 随時更新（Web）

探究学習ワークシート
オンライン解説会

5月 開催（オンライン）

探究プロセス型の指定提出物
である探究学習ワークシート
について、「オンライン」で各
学科の教員が取り組み方や評
価ポイントなどを解説します。

毎回開催している大学・入
試説明会は必見です。体験
授業オープンキャンパスで
は各コースの体験授業型の
対策が可能です。

オープンキャンパス
 3~9月 開催

探究ワークショップ
プログラム

 7月 開催

探究プロセス型の指定提出
物である探究学習ワーク
シートを学科担当教員のレ
クチャーをもとに制作する
ことができます。

NEW!!

オープン
キャンパス
探究ワークショッププログラム |  7/19（日）･26（日）

2/14（土）･15（日）、3/21（土）･22（日）、4/26（日）、5/17（日）、6/6（土）･7（日）、
6/28（日）、7/25（土）･26（日）、8/22（土）･23（日）、9/26（土）
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オープンキャンパス／入試対策プログラム

コース選びに最適

相談&まなび体験ブースに参加して
興味のあるコースを見つけよう！
[こんな人におすすめ]

・芸術大学への進学を迷っている
・やりたいことがまだ決まらない
・教員や在校生から話が聞きたい

オープンキャンパス

総合型選抜 
体験授業型の対策に最適

1日最大 2コースの授業を
実際に体験してコースを深く知ろう！

[こんな人におすすめ]

・コースのことをもっと深く知りたい
・迷っているコースを比較検討したい
・体験授業型の受験対策がしたい

体験授業オープンキャンパス

入試の中身を深く知る

入試に関する
不安や疑問を解消しよう！

[こんな人におすすめ]

・入試方式の違いやポイントが知りたい
・具体的な入試準備や対策を知りたい
・一人暮らしや学費について質問したい

入試対策オープンキャンパス

総合型選抜 探究プロセス型を
考えている人は必見！

探究プロセス型受験に必要な探究学習
ワークシートを学科担当教員からの
レクチャーをもとに作成できます。

[こんな人におすすめ]

・探究プロセス型に興味がある
・大学でのまなびをじっくり体験したい
・入試準備を早期に進めたい

探究ワークショッププログラム

※学科によって日程が異なります。
詳細は P27をご覧ください

7/19（日）･26（日）

総合型選抜 探究プロセス型の
対策はここから！

各学科の教員が指定提出物の
取り組み方や評価ポイントなどを
オンラインで解説します。

[こんな人におすすめ]

・探究プロセス型に興味がある
・指定提出物の取り組み方を知りたい
・まずはオンラインで確認したい

探究学習ワークシートオンライン解説会

※学科によって日程が異なります。
詳細は P27をご覧ください

※検定料 20,000円免除対象外

5/10（日）･17（日）

3/21（土）･22（日）
7/25（土）･26（日）

4/26（日）
6/6（土）･7（日）

8/22（土）･23（日）
体験授業型 1期  先行エントリー可能

5/ 1 7（日）
6/28（日）

体験授業型 2期   エントリー可能

9/26（土）

NEW!!
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体験授業型はエントリー結果発表後の出願手続き以降、専願となります。
その他の入試はすべて他大学との併願が可能です。入試種別 エントリー登録・出願登録はすべての

入試種別においてインターネット出願
サイトからオンラインにて実施します。

体験授業型

探究
プロセス型

総合型選抜 1期

入試種別 試験日 エントリー結果発表 出願手続 入学手続締切日インターネットエントリー
登録期間

9/1（火）
~ 9/4（金）
    17:00

9/25（金）
9/26（土）
~ 10/2（金）

A日程
B日程
C日程
予備日

探究学習ワークシート
と動画（5分以内）
の提出のみによる
入試方式です。

一次手続締切  

11/10（火）

二次手続締切
12/3（木）

9/11（金）
9/12（土）
9/13（日）　
9/14（月）

体験授業型

探究
プロセス型

入試種別 試験日 エントリー結果発表 出願手続 入学手続締切日インターネットエントリー
登録期間

9/24（木）
~ 10/1（木）

10/16（金）
10/17（土）
~ 10/23（金）

A日程
B日程
予備日

一次手続締切  

11/10（火）

二次手続締切
12/3（木）

10/10（土）
10/11（日）　
10/12（月･祝）

55%募集人員 -----

総合型選抜 2期 15%募集人員 -----

科目選択型

テーマ選択型
（オンライン）

入試種別 出願書類提出期間（消印有効） 試験日 合格発表 入学手続締切日インターネット出願期間

10/28（水）
~ 11/3（火･祝）

12/2（水）
10/28（水）
~ 11/4（水）

一次手続締切  

12/14（月）

二次手続締切
2027/ 1/7（木）

総合型選抜 3期 10%募集人員 -----

11/20（金）

11/21（土）

テーマ選択型
（オンライン）

入試種別 出願書類提出期間（消印有効） 試験日 合格発表 入学手続締切日インターネット出願期間

12/21（月）
~2027/ 1/5（火）

12/21（月）
~2027/ 1/6（水）

2027/ 2/5（金）

総合型選抜 4期 若干名募集人員 -----

2027/ 1/27（水） 2027/ 2/17（水）
一括納入のみ

一般選抜

入試種別 出願書類提出期間（消印有効※） 試験日 合格発表 入学手続締切日インターネット出願期間

12/21（月）
~2027/ 1/5（火）

12/21（月）
~2027/ 1/6（水）

2027/ 2/5（金）

一般選抜 一般選抜 10% 大学入学共通テスト利用型 1期  2期5 %募集人員 -----

2027/ 2/17（水）
一括納入のみ

大学入学
共通テスト
利用型 1期

2027

1/25（月）~ 1/31（日）
2027

1/25（月）~ 2/1（月）
2027/ 2/15（月） 2027/ 2/24（水）

一括納入のみ

大学入学
共通テスト
利用型 2期

2027

2/18（木）~ 2/26（金）

2027

2/18（木）~ 2/27（土）
必着

2027/ 3/1 0（水） 2027/ 3/17（水）
一括納入のみ

※大学入学共通テスト利用型 2期の出願書類提出期日のみ最終日必着。

若干名

探究学習ワークシート
と動画（5分以内）
の提出のみによる
入試方式です。

2027/ 1/28（木）

2027

1/16（土）, 17（日）
本学独自試験なし

2027

1/16（土）, 17（日）
本学独自試験なし
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● あなたの熱意や挑戦する姿勢を評価
大学生になったつもりで授業を受ける入試です。

コースの特色や課題のねらいを掴んで、あなたの熱

意や挑戦する姿勢を表現してください。

● 受験生に最も選ばれている入試
入学者の内、半数以上が体験授業型で入学しています。

● 未経験でもOK

入試ではありますが、行われるのは体験授業です。

先生のアドバイスを活かしながら課題に取り組むこ

とができるため、未経験でも挑戦できます。

● 受験後に進学するコースを選べる
複数コースで出願可となった場合、進学するコース

は受験（体験授業）後に選ぶことができます。授業の

印象などを考慮して進学するコースを決めることが

できるため、進学コースのミスマッチを防ぐことが

できます。

アート・デザインを専門的に勉強した経験がない、
今の自分の実力に自信がない、そんな方にこそ受験してほしい入試

入試の体験談や受験に関するQ &Aは
「めざせ芸術大学 !受験生応援サイト」にて
公開しています。

※一部の限定コンテンツの閲覧には
　メンバー登録が必要です。

総合型選抜 体験授業型

どんな入試？
体験授業型って
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9 / 11（金）• 12（土）• 13（日） 10 / 10（土）• 1 1（日）1期 2期

自分にはセンスがない、大学の学びが自分に合うか分からない、そんな不安を抱えていませんか ?

京都芸術大学には入学後の学びをイメージできる“体験授業を受ける”入試方式があります。

試験日（体験授業を受講）

体験授業型を受けた先輩たちの体験談

先生が
親身に寄り添ってくれた！ 

「体験授業型」の入試は、堅苦しい雰囲気
ではありませんでした。「どんな受験生
に会えるかな？」と、先生方も楽しみに
されている様子が印象的でした。苦手な
課題で最初は不安でしたが、作品をより
良くするために先生が一緒になって試行
錯誤してくださり、最後は不安も忘れて
楽しく描き切ることができました！
（情報デザイン学科　入学）

高校での経験を
入試に活かせました

「まずは高校生活を大切にすること」。入
試対策講座でいただいたこの言葉を胸に、
日々の授業や何気ない日常を意識して過
ごすようになりました。試験当日は背伸
びをせず、“ありのままの自分”を見て
もらうことを意識。これまで読んできた
本や授業での学びが、しっかりと試験に
活きていると実感でき、自分らしく取り
組むことができました！
（こども芸術学科　入学）

オープンキャンパスを
フル活用！

何度もワークショップに参加し、先生
からたくさんアドバイスをいただきま
した。試験本番は、その時の講評をしっ
かり意識して制作に挑戦！また「時間
内に作品を完成させる」という課題を
クリアするため、事前に公開されてい
る授業内容を読み込み、何度もシミュ
レーションを重ねたことで、自信を
持って当日を迎えられました。
（文芸表現学科　入学）

V
oice

体験授業型の対策
“体験授業オープンキャンパス”で模擬体験をすることがおすすめです。

● 日程

4 / 26（日）
6 / 6（土）•7（日）
8 / 22（土）•23（日） 何度も受講することが対策につながる

体験授業は、入試までに段階を踏んで実施される
ので何度も受講することが対策に直結します。
5日間あるので、多くのコースを比較検討するこ
ともできます。

全コースがそれぞれ体験授業を開講

経験がなくても、先生たちが丁寧に指導しますの
で安心してご参加ください。コースの学びを体験
できるのはもちろん、『体験授業型』の模擬体験と
しても活用できる内容です。

体験授業オープンキャンパス
は事前予約制（定員制）となり
ます。 予約方法など詳細は
オープンキャンパス特設サイ
トをご確認ください。
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体験授業型（エントリー方式）

入試の
ポイント

・エントリー（体験授業の受講）無料。
・出願手続時の検定料について、
    2026年2月~ 9月のオープンキャンパス（探究ワークショッププログラム含む )に参加した方は、2万円減免。
・志望するコースの授業を 1日受講。複数コースの授業を受けて進学先を決めることができます。
・探究プロセス型との同時エントリーが可能です。

インターネットエントリーサイトで発表
※10:00に公表
（インターネットエントリーサイトへのログインが必要です）

1期 2期

9月 1日（火） ～ 4日（金）

9月25日（金） 10月 16日（金）

A日程｜

9月 11日（金）
B日程｜

9月 12日（土）
B日程｜

10月 11日（日）
A日程｜

10月 10日（土）
C日程｜

9月 13日（日）
予備日｜

9月 14日（月）
予備日｜

10月 12日（月･祝）

※8月22日（土）・23日（日）の
　オープンキャンパスで先行エントリーできます。
※最終日は 17:00まで登録可

※消印有効。ただし海外から直接出願する場合は必着。 ※消印有効。ただし海外から直接出願する場合は必着。

試験時間｜各日9:30~16:30
※自然災害等の事情でA~C日程の入試が実施できない場合、
予備日での入試を実施します。

試験時間｜各日9:30~16:30
※自然災害等の事情でA･B日程の入試が実施できない場合、
予備日での入試を実施します。

9月24日（木） ～ 10月 1日（木）
※9月26日（土）のオープンキャンパスでエントリーできます。 
※最終日は23:59まで登録可

9月26日（土） ～ 10月 2日（金） 10月 17日（土） ～ 23日（金）

11月2日（月） ※Web発表なし

※第2回登学日については、
コースごとにいずれか 1日を指定

通知投函

第一次手続締切日｜

11月10日（火）
第二次手続締切日｜

12月3日（木）

第1回 登学日｜

12月6日（日）
第2回 登学日｜

2027年2月6日（土） ～14日（日）

インターネットエントリーサイトで発表
※10:00に公表
（インターネットエントリーサイトへのログインが必要です）

1 インターネットエントリー登録

２ 試験日（体験授業を受講）

3 エントリー結果発表

4 出願手続

5 合格通知郵送

6 入学手続

7 0年生プログラム（必修）

総合型選抜 1 期 , 2 期 55%募集人員 ----- [ 1期 ] 15%[ 2期 ]

17:00
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体
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授
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型
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ロ
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型

総合型
選抜

1期
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型

探
究
プ
ロ
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型

総合型
選抜

2期

科
目
選
択
型

テ
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マ
選
択
型
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マ
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型

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
型

総合型
選抜

3期

総合型
選抜

4期

一
般
選
抜

一般
選抜

コース
併願

　　  最大3コース                   最大2コース

同一コースで複数日程エントリーすることや、1日で複数コースをエントリーすることはできません。
※情報デザイン学科は、4コース共通で体験授業を行います。
情報デザイン学科内でのコース併願を希望する場合は、1日の授業で最大4コースまで併願可能です。
そのため、情報デザイン学科と他学科を受験する場合は、1期は最大6コース、2期は最大5コースの併願が可能です。
※複数コースを併願する場合、志望順位を決めてエントリーを行いますが、
出願時に出願手続（進学）するコースは、体験授業の印象などを考慮して決めることが可能です。

※ ※

評価の
ポイント P14-25に記載会場 京都

インターネットエントリー登録

試験時間｜各日9:30~16:30  

試験当日の注意事項が記載されています。
自然災害等の事情で通常日程の入試が実施できない場合は、予備日に試験を実施します。

インターネット出願サイト上で、出願書類をダウンロードし、郵送または窓口にて提出してください。
出願手続後の辞退は受け付けません。これ以降、別途試験はありません。

出願手続を完了した方に合格通知と入学手続書類を送付します。 

締切日までに入学手続納入金を納め、入学手続を済ませてください。

体験授業型で合格された方は、大学での創作・研究に向かうための、指定の登学日に大学での授業に参加するほか、大学での学修に必要な基礎を
養うための課題に取り組みます。入学後にどのような授業が始まっていくのか期待を膨らませ、また入学までに何を意識して、何に取り組むべき
かを授業の中で感じ取ってください。 

※0年生プログラムへの取り組みが適切に行われない場合は、改善指導をします。指導をした上でも改善が見られない場合は、入学許可を取り消す場合があります。 
※0年生プログラムの内容は変更となる場合があります。  

1日程につき 1コースの体験授業 (情報デザイ
ン学科は4コース共通で体験授業を実施 )と
なります。日程は自分で選択でき、1コース
からエントリーできます。 ※本ページ上部
「コース併願」欄を参照してください。

① コース・日程を選ぶ 

エントリー時に登録されたメールアドレスに受験票発行通
知メールをお送りします。各自でダウンロード・印刷し、
試験日にお持ちください。

③ 受験票をダウンロード

証明写真をデータで用意し、フォームより
エントリーしてください。

② エントリー

入学の意思がある方は、       の出願手続に進んでください。複数コースで「出願可」の
場合は、体験授業の印象などを考慮し、出願手続（進学）するコースを決めてください。 

入学の意思がない場合は出願手続をしなくても、以降の入試に影響はありません。  

「出願可」の場合 

今回の結果に関して、以降の入試に影響はありません。1期の場合は、
「総合型選抜 2期」以降、2期の場合は「総合型選抜 3期」以降の入試に
チャレンジしてください。

「出願不可」の場合

※試験前日になっても受験票発行通知メールが届かない場合は、
アドミッション・オフィスまでお問い合わせください。 

※2026年 2月_ 9月実施の
オープンキャンパス･探究ワークショッププログラムに

参加した場合は検定料 15,000円（詳細は P07）

※締め切り間際はアクセスが集中しますので余
裕を持って登録してください。エントリー期間
終了後、エントリー内容の変更はできません。

エントリー結果発表（結果通知の郵送はありません）

出願手続 ※出願手続より専願となります 

合格通知郵送

入学手続

0年生プログラム（必修）

２

3

4

5

6

7

1

試験日（体験授業を受講）

インターネット

手続

エントリー無料

検定料

不要

調査書

郵送 または 窓口持参

手続

35,000円 または 15,000円

検定料

必要

調査書

詳細はP48

詳細はP51

詳細はP52

出願に必要な書類 P46

各コースの体験授業内容、評価ポイント、持参物はP14-25

詳細はP57

1期 2期

4

※出願手続要項、出願書類等については        のエントリー結果発表時に本学Webサイトにてお知らせします。3
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総合型選抜 1 期 , 2 期

モチーフを通して読み解くデッサンをしよう

1）画面の構成力
2）モチーフの表現力
3）作品で自分の考えを伝える力

モチーフを組み合わせて、自身の考えを表現しよう！本授業で
は、大学が用意した数種類のモチーフから、自分の考えに即した
モチーフを任意に選び描きます。出されたモチーフから何が重要
なのかを自分なりに考察し、答えを導き出しましょう！難しく考
える必要はありません。誰もが日常の中で、様々な経験をしてい
ます。これまでの生活の中から答えを見つけ出して、デッサンを
通じて表現してみましょう。

教員と対面で面談をし、志望動機や作品の意図を述べてもらいま
す。また、授業内での対話の中でもその考え方をみていきます。

体
験
授
業
内
容

美 術 工 芸 学 科　 日 本 画 コ ー ス

1期 色彩で自分の情景を描こう！　2期

情景とは「人の心を動かす風景や場面」のことです。色は、人の
心を動かす不思議な力を持っています。そんな様々な色を使っ
て、モチーフを情景的に表現しよう！本授業では、鉛筆だけでは
なく、パステルやコンテ、水彩絵具、色鉛筆を自由に使ってモチー
フを描きます。下書きをせずに色を使って絵を描き始めても構い
ません。自分の好きな色について考察し、モチーフと画面に向か
い合ってみましょう。

体験授業と合わせて実施する選考

      評価ポイント

1）質問に対して明確に述べることができるか
2）作品のねらい、意図を述べることができるか
3）向上心と探究心があるか
4）体系的に物事を考える力があるか

      評価ポイント

教員と対面で面談をし、志望動機や作品の意図を述べてもらいま
す。また、授業内での対話の中でもその考え方をみていきます。

1）質問に対して明確に述べることができるか
2）作品のねらい、意図を述べることができるか
3）向上心と探究心があるか

      評価ポイント

1）画面の構成力　　
2）モチーフの表現力
3）作品で自分の考えを伝える力　　
4）色彩表現が豊かであるか

      評価ポイント

 服装  汚れてもよい服装、動きやすい服装

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
デッサン用具一式（例：鉛筆［6H~6B］、カッターナイフ、ねり消しなど）持

参
物
・
服
装

※土足厳禁の室内で試験を行うので、必要な場合は室内靴持参のこと

 服装  汚れてもよい服装、動きやすい服装
※土足厳禁の室内で試験を行うので、必要な場合は室内靴持参のこと

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
彩色道具一式（パステル、コンテ、水彩絵具、色鉛筆など）、筆洗、
布巾など、自身の制作に必要な画材　　
※こちらでも取り揃えていますが普段使いの画材があればお持ちください

体験授業と合わせて実施する選考
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コラージュ 
- 切断と接合について考える

写真集制作 
- 編集による表現について考える

1）写真集という形式のなかで、
　 複数のイメージについて考えながら写真を構成することができる
2）他者と協働し、自分以外の視点について気づくことができる
3）基本的な文章力があり、構造的な文章の組み立てができる

写真と映像表現に共通するのは、バラバラのイメージ同士が連なっ
て関係する姿です。写真を 1枚で見るのと複数の連なりで見るので
は鑑賞者が受け取る印象が大きく異なります。普段どのように写真
や映像を見ているのかを考えながら、イメージを連ねるグループワー
クを行い、受験生同士が対話を重ね、イメージの組み合わせの中で
起こる意味や形の変化について考えます。最終的には一人ずつ与え
られた写真を編集し写真集にまとめる制作を行い、1日の中での気づ
きを文章にすることを通して、今後の制作に繋がる力を養います。

人物や個性、本コースで学び成長することができるかを
評価する面談を行います。自分自身の言葉で語ってください。

体
験
授
業
内
容

美 術 工 芸 学 科　 写 真 ・ 映 像 コ ー ス

1期 2期

私達は日々、写真や映像表現に接しています。何気なく接しているそ
れらのイメージは、場面の切り取りと繋がりによって表現されている
ことがほとんどです。この授業では個々がコラージュ制作を行った
後、グループに分かれて成果物を前に対話を重ねます。コラージュに
よるイメージの切断と接合がどのように起こり、写されたモチーフの
意味や形の印象がどのように変化していくのか、他者とともに考え、
自分以外の視点についても深く考える機会とします。最終的には 1 日
の中での気づきを文章にし、今後の制作に繋がる力を養います。

      評価ポイント

1）質問を的確に理解し、対話ができる力
2）考えや思いを自分の言葉で伝える力
3）大学での学びに対しての意欲

      評価ポイント

人物や個性、本コースで学び成長することができるかを
評価する面談を行います。自分自身の言葉で語ってください。

1）質問を的確に理解し、対話ができる力
2）考えや思いを自分の言葉で伝える力
3）大学での学びに対しての意欲

      評価ポイント

1）複数のイメージを組み合わせて、
　 新たな造形や意味を作り出すことができる
2）他者と協働し、自分以外の視点について気づくことができる
3）基本的な文章力があり、構造的な文章の組み立てができる

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、
メモ帳、はさみ、カッター、直線定規（30cm以内）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、
メモ帳、はさみ、カッター、直線定規（30cm以内）

持
参
物

挑戦したい描画材で自画像を描こう

1）観察をもとに描写できているか
2）視点や表現に工夫ができているか
3）主体的に制作に取り組めているか
4）継続的に試行錯誤できているか

 服装  汚れてもよい服装

自画像は多くの画家が取り組んできたモチーフです。鏡に映った
自分と向き合い、改めて観察し、感じたことをどのようにすれば
相手に伝えられるのか。下絵で構図を検討した後、油彩、アクリル、
デッサン（鉛筆や木炭）から自分の挑戦したい描画材を選択して描
きます。制作ポイントも授業で伝えますので、経験が浅くても心
配ありません。講評会では､今後の課題を考えるきっかけを得る
こともできます。まずは失敗を恐れずに描いてみましょう。

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
油彩の場合　　｜油彩用具一式
アクリルの場合｜アクリル用具一式
鉛筆デッサン・木炭デッサンの場合｜デッサン用具一式（鉛筆または木
炭（併用も可）、練り消しゴムなど）

以下の用具は大学で準備します。
油彩・アクリル｜キャンバス
鉛筆デッサン　｜画用紙、カルトン、目玉クリップ
木炭デッサン　｜MBM木炭紙、下敷き用紙、カルトン、目玉クリップ

※エントリー時に支持体を選択してください。 □キャンバス（油彩またはアク
リル）　□画用紙（鉛筆デッサン）　□MBM木炭紙（木炭デッサン）

制作中の作品を持ち寄りグループで面談を行います。

体
験
授
業
内
容

持
参
物
・
服
装

美 術 工 芸 学 科　 油 画 コ ー ス

1期 挑戦したい描画材で静物を描こう2期

静物をモチーフに、観察しながら感じたこと・気付いたことを表
現します。構図とかたち、トーンのバランスを探りながら気付き
や感動を絵にしてみましょう。油彩、アクリル、デッサン（鉛筆や
木炭）から挑戦したい描画材を選択して描きます。トリミングや
制作のポイントも授業で伝えますので、経験が浅くても心配あり
ません。講評会では、みなさん全員の表現の工夫や今後の課題を
共有します。絵を描くこと、学ぶことの楽しさを体験しましょう。

 服装  汚れてもよい服装

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
油彩の場合　　｜油彩用具一式
アクリルの場合｜アクリル用具一式
鉛筆デッサン・木炭デッサンの場合｜デッサン用具一式（鉛筆または木
炭（併用も可）、練り消しゴムなど）

以下の用具は大学で準備します。
油彩・アクリル｜キャンバス
鉛筆デッサン　｜画用紙、カルトン、目玉クリップ
木炭デッサン　｜MBM木炭紙、下敷き用紙、カルトン、目玉クリップ

※エントリー時に支持体を選択してください。     □キャンバス（油彩またはア
クリル）　□画用紙（鉛筆デッサン）　□MBM木炭紙（木炭デッサン）

      評価ポイント

1）質問に対して適切に応答できるか
2）制作中の作品について問題意識を持ち客観的に述べられるか　
3）ひらかれた好奇心を持ち主体的に考えることができているか

      評価ポイント

制作中の作品を持ち寄りグループで面談を行います。

1）質問に対して適切に応答できるか
2）制作中の作品について問題意識を持ち客観的に述べられるか　
3）ひらかれた好奇心を持ち主体的に考えることができているか

      評価ポイント

1）観察をもとに描写できているか
2）視点や表現に工夫ができているか
3）主体的に制作に取り組めているか
4）継続的に試行錯誤できているか

      評価ポイント

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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あなたのイメージしたストーリーから
オブジェクトを制作しよう！

自分の顔を知ろう！
彫塑によるレリーフ制作

 服装  汚れても良い服装、動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
ノート、粘土ベラ一式、ペンチ、手拭きタオル

 服装  汚れても良い服装、動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、ノート、
粘土ベラ一式、デッサン用筆記具（鉛筆各種 H~3B 程度）、手拭きタオル

1）自身の考えのもとに前向きに取り組んでいるか
2）視点や表現に工夫ができているか
3）制作物を他者に伝えようとする姿勢があるか

この授業では、与えられたテーマからイメージを拡げ、粘土を主
とした素材で作品制作を行います。あなたが想像する作品の世界
観、背景など、思慮を深く張り巡らせ、素材の特性を活かし創造
してみましょう。また、作品に込めた想いを他者へ伝えるために
は、展示方法やプレゼンテーションにも工夫が必要です。発想、
構想、イメージの具現化、他者に伝えるまでを実践的に体験しな
がら学びます。

グループ面談を実施します。

体
験
授
業
内
容

美 術 工 芸 学 科　 総 合 造 形 コ ー ス

1期 2期

自分の顔ってどんな顔？見ているようで見ていない自分の顔を、
レリーフ（半立体）で制作します。まずは写真や鏡に映った姿か
ら観察し、平面だけでは理解できない特徴を知るために、自らの
手で何度も自分の顔を触ってみます。写真や鏡からだけでは感じ
ることのできない凸凹を粘土で再現してみましょう。顔の基本的
な造形要素を学びながら、客観的な目線で制作に挑戦してみてく
ださい。きっと今まで気付かなかったことが発見できます。

      評価ポイント

1）自身の強みや将来の目標を自分の言葉で伝えることができるか
2）質問を理解し応答ができているか
3）大学での学びに対して積極的な姿勢を持っているか

      評価ポイント

グループ面談を実施します。

1）自身の強みや将来の目標を自分の言葉で伝えることができるか
2）質問を理解し応答ができているか
3）大学での学びに対して積極的な姿勢を持っているか

      評価ポイント

1）授業内容を正しく理解し実行することができるか
2）観察をもとに積極的に制作に取り組んでいるか
3）自身の考えをもとにディテールや粘土の肉付けがされているか

      評価ポイント

持
参
物
・
服
装

染織技法とテキスタイルデザイン②
ー糸素材によるタペストリーー

染織技法とテキスタイルデザイン①
ー型友禅による文様構成ー

1）作業全体の工程や技法における決まりごとを理解し作業できるか
2）出来上がりをイメージして手を動かし、
     表現するための試行錯誤ができるか
3）技法において重要な道具の準備や作業場の片付けに
     能動的に取り組むことができるか
4）全体を通して積極的に取り組み、適切な質疑応答ができるか

型友禅には、文様の配置や重なりで画面を構成する「テキスタイ
ルデザイン」の視点が備わっています。型紙の反復が生むリズム
や色彩の強弱は、まさに布の上で文様を組み立てるデザインのプ
ロセスそのものです。本授業ではプロの道具を用い、文様が浮か
び上がる染色の醍醐味を体験します。素材や歴史をデザインの視
点で紐解く導入講義も実施します。技法の論理を学び、入学後の
クリエイティブな日常をイメージしましょう。

教員との面談を通して制作や自身について対話をします。

体
験
授
業
内
容

持
参
物
・
服
装

美 術 工 芸 学 科　 染 織 テ キ ス タ イ ル コ ー ス

1期 2期

羊毛や綿などの素材に向き合い、糸の質感や立体感から構成を探究
することは、テキスタイルデザインの重要なプロセスです。本授業
では専門道具「ハンドフックマシン」で糸を打ち込み、文様を組み
立てることで、平面が豊かな表情に変わる面白さを体験しましょう。
また、タペストリーの歴史を紐解く講義も実施します。技法と表現
の繋がりを学び、素材との対話から形を模索するプロセスを通じ、
入学後のクリエイティブな日常を鮮明にイメージしましょう。

      評価ポイント

1）質問を理解し、自分の言葉で対話できるか
2）大学での学びや制作に対し主体的な姿勢であるか
3）制作プロセスへの興味、探究心があるか

      評価ポイント

教員との面談を通して制作や自身について対話をします。

1）質問を理解し、自分の言葉で対話できるか
2）大学での学びや制作に対し主体的な姿勢であるか
3）制作プロセスへの興味、探究心があるか

      評価ポイント

1）作業全体の工程や技法における決まりごとを理解し作業できるか
2）出来上がりをイメージして手を動かし、
     表現するための試行錯誤ができるか
3）技法において重要な道具の準備や作業場の片付けに
     能動的に取り組むことができるか
4）全体を通して積極的に取り組み、適切な質疑応答ができるか

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
2B以上の鉛筆、30cm程度の直線定規

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
2B以上の鉛筆、ハサミ、色鉛筆、30cm程度の直線定規

 服装  汚れてもよい服装、動きやすい服装
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

 服装  動きやすい服装

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど） 筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）

はじめてのアートプロデュース①
かけあわせて展覧会をつくろう

はじめのアートプロデュース②
小さな展覧会を企画してみよう

1）探究力：課題を様々な角度で捉え、論理的に考えられる
2）想像力：他者の考えや社会で起きていることを
　　　　　  自身の考えと接続できる
3）創造力：思考やアイデアを具体的に形にすることで
　　　　　  的確に他者に伝えられる

この授業では、アートプロデュースの手法を学んだ上で、受験生自
身が小規模な展覧会を企画・実施します。題材を多角的に観察・分
析し、他の受験生との協働や複数の要素を意図的に「かけあわせる」
ことで、新しい視点を持つ企画を立案します。そのコンセプトを展
覧会として具体化し、他者や社会に与える価値を他の人たちに伝え
ることで、日常的なものが工夫による「かけあわせ」で人々の関心
や共感を呼ぶ「アートの力」を体得することを目指します。

授業内容をふりかえる個人レポートと、
大学における主体的な学びの意欲を確かめる面談を実施します。

体
験
授
業
内
容

持
参
物･

服
装

美 術 工 芸 学 科　 ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス コ ー ス

京都の歴史・芸術に触れ、
文化財保存修復の意義を考える

1期 2期

この授業では、アートプロデュースの考え方を学び、教室という身
近な空間で小規模な展覧会を企画・実施します。題材を多角的に考
察し、受験生同士の協働を通じて企画を立案、それを展覧会として
具体化します。教室という日常的な空間を、工夫と技術によって新
たな展示会場へと変え、他の人たちを案内・意図を伝えることで、
そこに新たな意味や価値を見出します。工夫と技術によって人々の
関心や共感を生み出す「アートの力」を身につけてください。

      評価ポイント

1）アートプロデュースに対する意欲を持っているか
2）授業内容の意義や興味関心を言葉で説明できているか
3）大学での学びに主体的であるか

      評価ポイント

体験授業と合わせて実施する選考

授業内容をふりかえる個人レポートと、
大学における主体的な学びの意欲を確かめる面談を実施します。

1）アートプロデュースに対する意欲を持っているか
2）授業内容の意義や興味関心を言葉で説明できているか
3）大学での学びに主体的であるか

      評価ポイント

体験授業と合わせて実施する選考

1）探究力：課題を様々な角度で捉え、論理的に考えられる
2）想像力：他者の考えや社会で起きていることを
　　　　　  自身の考えと接続できる
3）創造力：思考やアイデアを具体的に形にすることで
　　　　　  的確に他者に伝えられる

      評価ポイント

文化財が語る、京都の歴史文化を探る

1）ミニ講義の要点を的確に理解することができるか（理解力）
2）歴史資料に興味を持ち、そこから情報を得ることができるか（行動力）
3）グループワークにおいて、積極的に発言するとともに、他者の意見を
     傾聴し理解することができるか（コミュニケーション力）

文化財には、それらが作られた時代の文化が反映されています。物言わ
ぬ文化財から、私たちはいかにして歴史文化を読み取ることができるで
しょうか？まずミニ講義において、先人が残してくれた日記や手紙、屏
風や掛け軸のほか、石造物や建造物など文化財の種類や特徴について学
びます。次に実際に寺院を訪れてさまざまな文化財を観察し（フィール
ドワーク）、これらがもの語る歴史文化や文化財の劣化状況について読
み解いていきます。そして読み解きから判明した文化財保存修復の意義
について、グループに分かれてディスカッションを行います。

授業内容をふりかえる個人レポートと、大学における主体的な学び
の意欲を確かめる面談（グループまたは個別）を実施します。

体
験
授
業
内
容

美 術 工 芸 学 科　 文 化 財 保 存 修 復 ・ 歴 史 遺 産 コ ー ス

1期 2期

千年の都と称される京都には数多くの文化財があります。本授業
では、まずミニ講義を通して京都の歴史・芸術文化の特徴を学び
ます。 次に実際に歴史的建造物を訪れてその意匠や技術などを観
察し、感じ考えたことを記録します (フィールドワーク）。さらに、
その歴史文化を後世に伝えるために必要なことは何かについて、
グループに分かれてディスカッションを行います。

      評価ポイント

1）歴史遺産の調査･保存修復･活用に対する意欲を持っているか （探究力）
2）授業内容の意義や興味関心を日本語による文章で
     的確に表現することができているか（論理的思考・文章表現力）
3）大学での学びに主体的であるか（継続力）

      評価ポイント

授業内容をふりかえる個人レポートと、大学における主体的な学び
の意欲を確かめる面談（グループまたは個別）を実施します。

1）歴史遺産の調査･保存修復･活用に対する意欲を持っているか （探究力）
2）授業内容の意義や興味関心を日本語による文章で
     的確に表現することができているか（論理的思考・文章表現力）
3）大学での学びに主体的であるか（継続力）

      評価ポイント

1）ミニ講義の要点を的確に理解することができるか（理解力）
2）フィールドワークにおいて、
     積極的に鑑賞・観察を行うことができるか（行動力）
3）グループワークにおいて、積極的に発言するとともに、他者の意見を
     傾聴し理解することができるか（コミュニケーション力）

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、メモ帳、
熱中症対策のための帽子や日傘、タオル、飲料水、
冷却グッズ（ハンディファンやクールリング）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、メモ帳、
熱中症対策のための帽子や日傘、タオル、飲料水、
冷却グッズ（ハンディファンやクールリング）

持
参
物
・
服
装

 服装  汚れてもよい服装、動きやすい服装
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

 服装  汚れてもよい服装、動きやすい服装
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

 服装  動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

 服装  動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

※学外へのフィールドワークを行います。各自、体調管理（十分な睡眠・当日
の朝食摂取等）を徹底したうえで、熱中症対策を十分に行い受講をお願いします。

※学外へのフィールドワークを行います。各自、体調管理（十分な睡眠・当日
の朝食摂取等）を徹底したうえで、熱中症対策を十分に行い受講をお願いします。
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マンガなら描けるキミだけの世界！
感動した瞬間から物語を創ろう

いつでもどこでもできる！
毎日が楽しくなるネタ集めの実践法                                        

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
定規、腕時計 
※上記以外の使用可能用具：国語辞典、通信機能のない電子辞書
※使用不可の用具：スクリーントーン、ペン、カメラ、携帯電話・スマートフォン

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
定規、腕時計 
※上記以外の使用可能用具：国語辞典、通信機能のない電子辞書
※使用不可の用具：スクリーントーン、ペン、カメラ、携帯電話・スマートフォン

日々を振り返れば感情が動いた瞬間を見つけられるはずです。そ
れってすごく価値があるものだと思いませんか？プロのマンガ家
である教員の指導のもと、みなさんの「感情」からグループワー
クを通して、オリジナルの物語を考え、その中のワンシーンをマ
ンガで表現してください。企画構成・プロットから、コマ割り・
作画など本格的なマンガ制作の工程を体験してみましょう！

オリジナルの物語を考えて「あらすじ」の文章を制作。
物語のワンシーンをマンガで表現してください。

体
験
授
業
内
容

キ ャ ラ ク タ ー デ ザ イ ン 学 科　 マ ン ガ コ ー ス

1期 2期

通学途中や休日の街中など、マンガのネタとなるものは至るとこ
ろに溢れています。観察の方法を覚えることで、見える世界が変
わります。レクチャーを受けた後、マンガのネタを集めるために
学内を散策し、スケッチを行います。そこで見たことや感じたこ
とをグループで共有し、得られた気づきをマンガもしくはイラス
トで表現してください。独創的な発想も、まずは観察から。マン
ガのネタを掴む極意を会得しましょう！

1）講義やグループワークを通して自分らしい物語をつくれているか
2）人に伝える工夫や気遣いができているか
3）見る人を惹きつける絵が描かれているか

      評価ポイント

オリジナルの物語を考えて「あらすじ」の文章を制作。
物語のワンシーンをマンガで表現してください。

1）講義やグループワークを通して自分らしい物語をつくれているか
2）人に伝える工夫や気遣いができているか
3）見る人を惹きつける絵が描かれているか

      評価ポイント

持
参
物

      評価ポイント
まずはリラックスして、授業を楽しんでください！授業や面談を通し
て、みなさんが普段何を考えているのか、グループワークでの意見を
上手に取り入れてアイデアを生み出せているかなど、みなさんの好奇
心や成長への意欲を重視しています。

      評価ポイント
まずはリラックスして、授業を楽しんでください！授業や面談を通し
て、みなさんが普段何を考えているのかや、グループワークでの意見
を上手に取り入れてアイデアを生み出せているかなど、みなさんの好
奇心や成長への意欲を重視しています。

日常生活を観察して、
オリジナルキャラクターを生み出そう！

世界を創ろう！
そこに息づくキャラクターをデザインしよう！

生きているキャラクターとは一体何なのでしょうか？私たちと同
じようにキャラクターも喜怒哀楽さまざまな感情や葛藤を通して
過ごしています。本授業では、与えられたキーワードから自分自
身を振り返り、教員からのアドバイスやグループワークを通して
テーマを深めます。そこで創られた世界の中で、自らの挑戦を通
して成長し、躍動するキャラクターをデザインしましょう！

テーマを掘り下げる思考の過程をテキスト（ワークシート1枚）でまとめ、
そこからキャラクター世界のビジュアルを作成します（A4画用紙 1枚）。

体
験
授
業
内
容

持
参
物

キ ャ ラ ク タ ー デ ザ イ ン 学 科　 キ ャ ラ ク タ ー デ ザ イ ン コ ー ス

1期 2期

何気ない生活の中にはキャラクターをデザインするための無数の
アイデアが隠れています。本授業では、与えられたキーワードか
ら身の回りの生活を注意深く観察し、教員からのアドバイスやグ
ループワークを通して独自の世界観を養います。こんなキャラク
ターが側にいたらいいな！こんなことができたらもっと生活が楽
しくなるだろうな！あなたの自由な発想をキャラクターと創造世
界に表現できる楽しさを体感しましょう！  

      評価ポイント

テーマを掘り下げる思考の過程をテキスト（ワークシート1枚）でまとめ、
そこからキャラクター世界のビジュアルを作成します（A4画用紙 1枚）。

1）課題に対し、独自の視点で捉えることができているか
2）自分の考えを他者に伝えることができるか
3）構図や色彩など、絵として伝わる表現になっているか

      評価ポイント

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
着彩道具一式（画材は自由）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
着彩道具一式（画材は自由）

自分だけのテーマを掘り下げる思考力、キャラクターデザインとして
ビジュアル化する発想力と表現力を評価します。
また対話を通して、社会の様々なことに興味・関心を抱き自発的に思
考する姿勢を評価します。

自分だけのテーマを掘り下げる思考力、キャラクターデザインとして
ビジュアル化する発想力と表現力を評価します。
また対話を通して、他者の考えを取り入れ、その上で自分の考えを他
者に伝える姿勢を評価します。

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

1）課題に対し、独自の視点で捉え、論理的に思考できているか
2）テーマを的確に伝えるべきキャラクターが描かれているか
3）構図や色彩など、絵として伝わる表現になっているか

      評価ポイント
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筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、使い慣れた描画
用具一式
※使用不可の用具：油絵具やスプレー塗料など匂いの強い画材、デジタル機器

情 報 デ ザ イ ン 学 科 ビ ジ ュ ア ル デ ザ イ ン コ ー ス

イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン コ ー ス

ゲ ー ム ク リ エ イ シ ョ ン コ ー ス

映 像 ク リ エ イ シ ョ ン コ ー ス

 服装  汚れてもよい服装

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、使い慣れた描画
用具一式
※使用不可の用具：油絵具やスプレー塗料など匂いの強い画材、デジタル機器

 服装  汚れてもよい服装

※情報デザイン学科は、4コース共通で体験授業を行います。情報デザイン学科内でのコース併願を希望する場合は、1日の授業で最大4コースまで併願可能です。

人が集まりたくなる企画・デザイン 学校の用途を変える（拡張する）企画・デザイン

次の事項を含め総合的に評価します。
1）授業を受ける姿勢
　 意欲的かつ真摯に取り組み、教員や他者と共感をもって
　 コミュニケーションをとることができているか
2）発想・構想力
　 柔軟な発想力と論理的な思考力でアイデアを展開できているか
3）理解力
　 課題内容を理解した上で、企画やデザインのテーマや
　 ストーリーを見出すことができているか

身近にある公園は、遊ぶ場所としてだけでなく、年齢や目的に応
じてさまざまな使い方ができる空間です。この授業では、公園の
広さや自然、設備を活かし、人が集まりたくなる新しい企画やデ
ザインを考えます。イベント、体験、サービス、グラフィックな
ど、表現方法は自由です。「今あまり使われていない理由」に目
を向けながら、公園の新しい魅力を引き出すアイデアを考えてみ
ましょう。

絵や図、文章でプレゼンテーションする企画・デザインのワーク
シートと自己 PRシートに取り組んでもらいます。

体
験
授
業
内
容

持
参
物
・
服
装

1期 2期

使われていない「廃校」は、新しい使い方を考えることで、もう
一度人が集まる魅力的な場所になる可能性を持っています。廃校
という特別な場所を活かしながら、新しい企画やデザインを考え
ます。イベント、体験スペース、地域の人が集まる場、映像やグ
ラフィックによる提案など、表現方法は自由です。「使われなく
なった学校を、どんな場所に変えたいか？」を想像しながら、廃
校の未来を明るくする企画を考えてみましょう。

      評価ポイント
次の事項を含め総合的に評価します。
1）授業を受ける姿勢
　 意欲的かつ真摯に取り組み、教員や他者と共感をもって
　 コミュニケーションをとることができているか
2）発想・構想力
　 柔軟な発想力と論理的な思考力でアイデアを展開できているか
3）理解力
　 課題内容を理解した上で、企画やデザインのテーマや
　 ストーリーを見出すことができているか

      評価ポイント

次の事項を含め総合的に評価します。
1）企画
　 流行・社会の動きに興味を持ち、独創的な着眼点で
　 アイデアを企画に展開できているか
2）構想
　 企画や思考を具体的かつ論理的に構成させる力があるか
3）表現
　 視覚化や文章化により、わかりやすく魅力的に
　 プレゼンテーションできているか

      評価ポイント
次の事項を含め総合的に評価します。
1）企画
　 流行・社会の動きに興味を持ち、独創的な着眼点で
　 アイデアを企画に展開できているか
2）構想
　 企画や思考を具体的かつ論理的に構成させる力があるか
3）表現
　 視覚化や文章化により、わかりやすく魅力的に
　 プレゼンテーションできているか

      評価ポイント

絵や図、文章でプレゼンテーションする企画・デザインのワーク
シートと自己 PRシートに取り組んでもらいます。

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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日常に溶け込む、これからの防災企画これからの「エンタメビジネス」を考えよう

生活を豊かにする
身近な日用雑貨をデザインしてみよう！

1）授業での学びや気づきを、体系的に整理し分析できているか
2）提案内容に、具体性があるか
3）内容の一部にでも、自身の独自の視点や考察が見られるか

音楽、ゲーム、アニメ、テーマパーク、イベントなど、新しいエ
ンタメビジネスが次々と生まれている今、クロステックデザイン
コースの「クリエイティブ (企画やデザインの力で )」×「テクノロ
ジー (新旧の技術を組み合わせて )」×「ビジネス  (どのようにお
金を生み出して持続可能な仕組みを作るか )」の 3つの視点を組み
合わせて、次の「エンタメビジネス」の創造を体感する授業を実
施します。

提示された課題に対して情報を集め、身のまわりを観察し、
企画を考え発表するグループワークを実施します。

体
験
授
業
内
容

プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ン 学 科　 ク ロ ス テ ッ ク デ ザ イ ン コ ー ス

1期 2期

近年、世界的な情勢不安や災害などの頻発で、防災や避難に対する
意識が高まっています。本授業では、新しい発想をクロスして、シ
リアスなテーマを身近で考えやすくなる企画を考えてみましょう。
•クリエイティブ：どんな機能やデザインがあると
　　　　　　　　 日常に溶け込みやすいかを考える。
•テクノロジー：センサーや通信技術の応用など、
　　　　　　　 技術面をリサーチする。
•ビジネス：持続可能な企画として
　　　　　   普及のための戦略をセットで考える。

      評価ポイント

1）他者（教員や他の受験生）の意見を真摯に受け止め、
　 そこから発想を広げることができるか
2）自身の経験や価値観だけではなく、情報を集め、
　 多角的な視点をもとに考察することができるか
3）拡散したアイディアを具体的な人や場面を想定して、
　 提案としてまとめることができるか

      評価ポイント

提示された課題に対して情報を集め、身のまわりを観察し、
企画を考え発表するグループワークを実施します。

1）他者（教員や他の受験生）の意見を真摯に受け止め、
　 そこから発想を広げることができるか
2）自身の経験や価値観だけではなく、情報を集め、
　 多角的な視点をもとに考察することができるか
3）拡散したアイディアを具体的な人や場面を想定して、
　 提案としてまとめることができるか

      評価ポイント

1）授業での学びや気づきを、体系的に整理し分析できているか
2）提案内容に、具体性があるか
3）内容の一部にでも、自身の独自の視点や考察が見られるか

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、
メモ帳

持
参
物

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、
メモ帳

くらしを豊かにする　
身近な生活の道具をデザインしてみよう！

ステーショナリーやキッチンウエア、 IoT機器など身近な道具は
どの様にデザインされているのでしょうか？プロのデザイナーの
仕事や考え方を学んでみましょう！デザインには、アイデアの発
想の方法、カタチの展開の方法など様々なスキルやメソッドを使
います。今回の体験授業では、それらを学びながらグループでリ
サーチやアイデアの検討を行い、個人でスケッチやモデルの制作
をしながら、あなたのオリジナルのデザインを考えましょう。

プロセスを通してワークシートを順に制作して、
最後にモデルと一緒にプレゼンテーションを行います。

体
験
授
業
内
容

持
参
物

プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ン 学 科　 プ ロ ダ ク ト デ ザ イ ン コ ー ス

1期 2期

我々の身の回りにある文房具や家電、キッチン用品、自動車などの
製品はプロダクトデザイナーがデザインしています。プロのデザイ
ナーの仕事や考え方を学んでみましょう！デザインには、アイデア
の発想の方法、カタチの展開の方法など様々なスキルやメソッドを
使います。今回の体験授業では、それらを学びながらグループでリ
サーチやアイデアの検討を行い、個人でスケッチやモデルの制作を
しながら、あなたのオリジナルなデザインを考えましょう。

      評価ポイント

体験授業を通して、プロセスをワークシートにまとめていきます。
制作したモデルのプレゼンテーションや面談、
ワークシートを総合的に判断し評価を行います。

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、黒色の太めのマジッ
クペンまたはサインペン（色は黒色のみ、カラーペンは使用不可）、色鉛
筆（12～ 24色程度）、鉛筆けずり、カッター、はさみ、のり、コンパス、
三角定規（30cm程度）、定規（30cm程度、カッターでの切断時にも使用）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、黒色の太めのマジッ
クペンまたはサインペン（色は黒色のみ、カラーペンは使用不可）、色鉛
筆（12～ 24色程度）、鉛筆けずり、カッター、はさみ、のり、コンパス、
三角定規（30cm程度）、定規（30cm程度、カッターでの切断時にも使用）

1）表現・コミュニケーション力（行動力）：
　 自分の考えを他者に伝わるよう自分なりに表現できているか
2）発想・構想力：リサーチ結果や他者との
　 コミュニケーションを通してアイデアを多く展開できているか
3）観察力（探究心）：リサーチを幅広く行うと共に、
　 様々な視点で物事を見て論理的に分析できているか

プロセスを通してワークシートを順に制作して、
最後にモデルと一緒にプレゼンテーションを行います。

      評価ポイント

体験授業を通して、プロセスをワークシートにまとめていきます。
制作したモデルのプレゼンテーションや面談、
ワークシートを総合的に判断し評価を行います。

      評価ポイント

1）表現・コミュニケーション力（行動力）：
　 自分の考えを他者に伝わるよう自分なりに表現できているか
2）発想・構想力：リサーチ結果や他者との
　 コミュニケーションを通してアイデアを多く展開できているか
3）観察力（探究心）：リサーチを幅広く行うと共に、
　 様々な視点で物事を見て論理的に分析できているか

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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持
参
物 ※上記以外の持参可能物：自分の制作で使いたい材料

（色紙や紙粘土など500円まで。持参しなくても制作可能）

ソーシャルデザイン入門①わがまちミュージアム ソーシャルデザイン入門② わがまちショップ

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、ノート、太めのマジッ
クペン 1 色（色は自由）、カッターナイフ、はさみ、金尺（30cm）、のり、
マスキングテープ、着彩道具一式

※上記以外の持参可能物：自分の制作で使いたい材料
（色紙や紙粘土など500円まで。持参しなくても制作可能）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、ノート、太めのマジッ
クペン 1 色（色は自由）、カッターナイフ、はさみ、金尺（30cm）、のり、
マスキングテープ、着彩道具一式

1）授業に意欲的かつ誠実に取り組み、教員や他者と共感をもって
　 コミュニケーションをとることができるか
2）レクチャーの内容を理解し、
     自分の考察を的確に論じることができるか
3）課題内容を理解した上で、「自分の視点」から
     テーマやストーリーをつくることができるか
4）テーマやストーリーを活かし、見る人にまちの魅力が
     より良く伝わる、工夫ある制作物をつくることができるか
5）制作物の魅力が他者に伝わるように発表することができるか

1）授業に意欲的かつ誠実に取り組み、教員や他者と共感をもって
　 コミュニケーションをとることができるか
2）レクチャーの内容を理解し、
     自分の考察を的確に論じることができるか
3）課題内容を理解した上で、「自分の視点」から
     テーマやストーリーをつくることができるか
4）テーマやストーリーを活かし、見る人にまちの魅力が
     より良く伝わる、工夫ある制作物をつくることができるか
5）制作物の魅力が他者に伝わるように発表することができるか

社会へとつながる自分のデザインを発見するために、つくるだけ
ではなく、レクチャーの後に、考察、作品制作、発表というデザ
インの基本過程に取り組みます。テーマとするわがまちの魅力を
「自分の視点」で発見し、それをミュージアムという小さな空間
作品として制作します。普通のこともデザインによって価値のあ
るものに変えていく考え方と、素敵な体験を空間にしていく手法
を学び、まちの魅力をさらに上げていくことを目指します。また、
発表を共有し「他者の共感」も得られるようになりましょう。

人物を総合的に評価するために、制作物の評価のみではなく、
エントリーシート（自己紹介等）の記入と併せて面談を行います。

空 間 演 出 デ ザ イ ン 学 科　 空 間 デ ザ イ ン コ ー ス

1期 2期

社会をより良く変えていくためのデザインの授業です。地域に
は、人がまだ気づいていない魅力を発見し、うまく活かすための
デザインが必要です。レクチャーの後に、考察文、作品制作、発
表というデザインの基本過程に取り組み、「自分の視点」でわが
まちの魅力を発見し、それをアピールできるショップを空間作品
として制作します。まちの特色を空間で伝えるためのストーリー
づくりが、人を感動させ、身近な社会の変化を生む決め手となる
ことを学びます。

      評価ポイント

1）本学科の学修内容に対する理解度と、
　 その学修と成長へ向けた意欲･意志
2）高等学校等での学習姿勢や成果、
　 課外や自主的な活動などの行動力や主体性
3）社会や周囲のことを考えて発言し、
　 他者と協力して活動できる社会性
4）自己主張だけでなく、客観的に説明できるコミュニケーション力

      評価ポイント

人物を総合的に評価するために、制作物の評価のみではなく、
エントリーシート（自己紹介等）の記入と併せて面談を行います。                                                  

1）本学科の学修内容に対する理解度と、
　 その学修と成長へ向けた意欲･意志
2）高等学校等での学習姿勢や成果、
　 課外や自主的な活動などの行動力や主体性
3）社会や周囲のことを考えて発言し、
　 他者と協力して活動できる社会性
4）自己主張だけでなく、客観的に説明できるコミュニケーション力

      評価ポイント

      評価ポイント

体
験
授
業
内
容

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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ひかりのカタチあたりのカタチ

1）与えられた条件を把握し、手を動かしながら考え、
　 空間に展開しようとしているか
2）助言を受け入れ、柔軟に成果物に反映させようとしているか
3）基礎的なコミュニケーション能力と表現力があるか
4）ミニレポートにおいて言語力、思考力、聴く力、まとめる力があるか

環境はさまざまな大きさ小ささから成り立っています。自然物を
収集し、そのスケール（縮尺）や属性を自由に見立て、そのモノの
周辺空間と人との関係を与えられた素材で表現します。難しく感
じるかも知れませんが、さまざまな縮尺の人型模型も使いますの
で、自分がその人型の大きさになって想像すればさまざまなこと
を思い描くことができます。まちや都市の公園から、家具やギャ
ラリー空間まで、スケールを横断するみなさんの想像力および三
次元的な空間構成力に期待します。冒頭に行うスケールに関する
レクチャーのミニレポートも、作成します。

制作に関する面談と、みなさん自身に関する面談の2種類を実施します。

体
験
授
業
内
容

環 境 デ ザ イ ン 学 科　 建 築 ・ イ ン テ リ ア ・ 環 境 デ ザ イ ン コ ー ス

1期 2期

環境に表情を与えるのは光です。今回の授業では、光がつくる線
や面、光と影、反射や透過など、光の効果を魅せるカタチを制作
します。与えられた素材で、自分なりの表現に挑戦してください。
素材の特性や可能性を引き出すこと、またスケール感覚は設計の
重要なポイントです。この光でシーンがどう良くなるか考えつつ、
試行錯誤を楽しみながら制作してみてください。冒頭に行う光に
関するレクチャーのミニレポートも、作成します。

      評価ポイント

1）質問に対して的確に自身の考えをまとめて話すことができるか
2）コミュニケーションを双方向的に行うことができるか
3）制作時の面談では、助言を受け入れ、
　 柔軟に成果物に反映させようとしているか

      評価ポイント

制作に関する面談と、みなさん自身に関する面談の2種類を実施します。

1）質問に対して的確に自身の考えをまとめて話すことができるか
2）コミュニケーションを双方向的に行うことができるか
3）制作時の面談では、助言を受け入れ、
　 柔軟に成果物に反映させようとしているか

      評価ポイント

1）与えられた条件を把握し、手を動かしながら考え、
　 空間に展開しようとしているか
2）助言を受け入れ、柔軟に成果物に反映させようとしているか
3）基礎的なコミュニケーション能力と表現力があるか
4）ミニレポートにおいて言語力、思考力、聴く力、まとめる力があるか

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、はさみ、カッター
ナイフ ※使用不可の用具：着彩用具一式（色鉛筆、マーカー、絵の具など）

持
参
物
・
服
装

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、はさみ、カッター
ナイフ ※使用不可の用具：着彩用具一式（色鉛筆、マーカー、絵の具など）

 服装  動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダルは不可）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、カッターナイフ、はさみ、
定規、のりやテープなど接着できるもの、ホッチキス、着彩道具一式

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、カッターナイフ、はさみ、
定規、のりやテープなど接着できるもの、ホッチキス、着彩道具一式

ファッションデザイン入門
地域の特性を活かしたファッション①

ファッションデザイン入門 
地域の特性を活かしたファッション②

1）制作の際に自分の考えたことだけではなく、教員のアドバイスを
　 柔軟に取り入れ、積み上げて考えることができるか
2）リサーチした内容から適切な地域課題を見つけ、
　 制作にうまく活用できるか
3）自分の考えを他者にも理解される形でプレゼンテーションできるか
4）自分の考えを的確に文章にまとめることができるか

紙を使って、あなたの住んでいる地域の魅力を他者に PRする
ファッションアイテムを制作します。ここで大切なのは、完成し
た作品のクオリティだけでなく、その作品の制作に至るまでのプ
ロセスと着眼点、そのモノは社会にどんな変化を起こすことがで
きるのかということです。あなたが提案するファッションで、人
が生きる環境にどんな変化を起こすことができるかを体験してみ
ましょう。

人物を総合的に評価するために、制作物の評価のみではなく、
エントリーシート（自己紹介等）の記入と併せて面談を行います。

体
験
授
業
内
容

持
参
物

空 間 演 出 デ ザ イ ン 学 科　 フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ン コ ー ス

1期 2期

自分が毎日過ごしている場所は何もなさそうに感じてしまいま
す。しかし改めてよく観察してみると、違和感や課題が隠れてい
ます。そうした身近な課題を起点に、解決のためのアイデアを考
え、紙を素材としたファッションアイテムをデザインしてみま
しょう。アイデアによって地域社会がどのように変わっていくか
を教員との対話から想像していきます。制作を通してファッショ
ン領域の幅広さを感じてください。

      評価ポイント

1）本学科の学修内容を理解し、志望動機を明確に説明できるか
2）これまでの学習姿勢や成果、
　 行動力や主体性を持った活動などの説明ができるか
3）本学科で学んだ先にある将来の目標を説明できるか
4）社会や周囲のことなどを考えて発言し、
　 他者と協力して活動できる社会性があるか

      評価ポイント       評価ポイント

1）制作の際に自分の考えたことだけではなく、教員のアドバイスを
　 柔軟に取り入れ、積み上げて考えることができるか
2）リサーチした内容から適切な地域課題を見つけ、
　 制作にうまく活用できるか
3）自分の考えを他者にも理解される形でプレゼンテーションできるか
4）自分の考えを的確に文章にまとめることができるか

      評価ポイント

1）本学科の学修内容を理解し、志望動機を明確に説明できるか
2）これまでの学習姿勢や成果、
　 行動力や主体性を持った活動などの説明ができるか
3）本学科で学んだ先にある将来の目標を説明できるか
4）社会や周囲のことなどを考えて発言し、
　 他者と協力して活動できる社会性があるか

人物を総合的に評価するために制作物だけでなく、
エントリーシート（自己紹介等）の記入と併せて面談を実施します。

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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俳優体験　脚本を読んで創造
『台詞から登場人物を作り上げよう』

俳優体験　脚本を読んで創造
『脚本を読んで、撮影をおこなう』

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、メモ帳
飲み物 (演技で身体を一日中動かすため )

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、メモ帳、飲み物（演技
で身体を一日中動かすため）

複数のチームに別れ、ト書きのない 1シーンの映画の脚本を読み、
どのような映画なのか考察します。各登場人物のキャラクターを
各々が創造し、受験生同士で話し合い、俳優の視点、演技をする
という過程で映画を創作し、演じるという形で全体に発表をおこ
ないます。発表後、演じた役の一部を撮影し、映像演技について
意見交換などをします。（体験授業型は授業です。演技に取り組
む意欲、授業への集中力を評価します）

授業のはじまりに、受験生全員の前で、30秒程度の自己紹介をして
いただきます。他者に自分を伝えてください。

体
験
授
業
内
容

映 画 学 科　 俳 優 コ ー ス

1期 2期

複数のチームに別れ、1シーンの映画の脚本を読み、脚本からど
のような映画なのか考察します。各々のチームでリハーサルをお
こない、各登場人物のキャラクターを創造していきます。受験生
同士で話し合い、俳優の視点、演技をするという過程で映画を創
作します。リハーサルを経て撮影をおこない、撮影素材を全員で
見て、意見交換をします。（体験授業型は授業です。演技に取り
組む意欲、授業への集中力を評価します）

1）他者に伝える事について考えることができたか
2）考えや思いを自分の言葉で伝えることができたか
3）自分の得意な事柄や強みを言えたか

      評価ポイント

授業の最後に、授業についての自分なりの発見を、授業の感想を含め
２分間、口頭で発表してください。

1）本日の授業を振り返って考えることができたか
2）授業の中で自分なりの発見をすることができたか
3）考えや思いを自分の言葉で伝えることができたか

      評価ポイント

持
参
物･

服
装

      評価ポイント
1）脚本から登場人物の背景を創造する力、
　 演技者として創造する力、創造における独自性
2）創造した登場人物の心理を、表情や身体、声を使って現出させる表現力
3）人と話し合い、協力しながら共同作業ができるコミュニケーション力

      評価ポイント
1）脚本から登場人物の背景を創造する力、
　 演技者として創造する力、創造における独自性
2）創造した登場人物の心理を、表情や身体、声を使って現出させる表現力
3）人と話し合い、協力しながら共同作業ができるコミュニケーション力

 服装  動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

 服装  動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

映画を観よう !
『映画の面白さを見つける。魅力を伝える』 短篇映画製作体験『見つめる 耳をそばだてる』

会場内をグループに分かれてくまなく歩き（ロケハン）、各自が
発見した気になる何か（見つめたり、耳をそばだてたくなるもの）
を決め、レクチャーを受けた機材を使って撮影し、一本の短篇映
画を製作します。完成後は、作品を上映し、感想や意見交換を行
います。教員が総出でみなさんをサポートしますので、初めての
方もぜひ挑戦してみてください。

映画撮影から上映、意見交換までの体験授業で、自分が発見した
ことや、他者との作業で感じたことをレポートにまとめます。

1）体験授業を受けて感じたこと、考えたことを振り返ることができるか 
2）映画の基本である「観察すること」をどう捉えたか
3）自分の中で論理を組み立て、文章として表現できるか

体
験
授
業
内
容

持
参
物
・
服
装

映 画 学 科　 映 画 製 作 コ ー ス

1期 2期

映画批評についての入門的なレクチャーを最初に受けてもらった
うえで全員で映画を鑑賞し、まずは「作品を構成する諸要素（お
話、人物、カメラワークなど）」を意識するための「分析シート」
を作成、受験生同士で意見交換してもらいます。さらに「作品の
面白さはどこにあるのか？」「その魅力をどう効果的に伝える
か？」を念頭に文章（批評文）を書いてもらい、各々にその内容や
成果を発表してもらいます。

      評価ポイント

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、メモ帳、ノート
飲み物（炎天下に出ることも考えられます）
※メモ帳、飲み物などを入れるサコッシュ・ウェストポーチなど身につける
小さなバッグ（必須ではありませんが、撮影時は両手が空くと便利です）

 服装  汚れてもよい服装、動きやすい服装、スニーカーなどの動きやす
い靴（ヒールやサンダル不可）、帽子などの日除け（炎天下に出ることも
考えられます）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、メモ帳、ノート

1）カメラやマイクを通して、世界を見つめたり、
　 耳をそばだてたりする観察力  
2）世界のなかの何を良いと感じるのか、
　 自分なりの思考力、発想・構想力を持っているか  
3）他者との作業に必要な相手への想像力、
　 お互いの意思を伝え合うコミュニケーション能力  

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

鑑賞した映画の「面白かった箇所」について、
「人に伝わる言葉」をさがしながら意見交換します。

文章を作成する前に、鑑賞した映画について他の受験生や教員と
意見を交換し合う過程でのコミュニケーション能力や積極性。
自分の考える映画の魅力を発表する際の表現力。

      評価ポイント

      評価ポイント

1）映画作品の魅力を意欲的に発見することのできる
　 鑑賞力や分析力、感受性
2）映画作品の魅力をまとめ、
　 伝えることのできる発想力、構想力、表現力
3）他の受験生や教員とのあいだで意見交換できる
　 コミュニケーション能力や積極性
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照明機材や平台などの舞台備品を用いて
劇空間づくりに挑戦!様々な素材を使って動く舞台装置を作ろう!

1）モチーフを読み込み、
     自分のデザインを考えることにチャレンジできるか
2）レクチャーを活かしてプランを修正できる学習能力があるか
3）作業に臨む姿勢を通して、継続力、集中力があるか
4）作品のプレゼンを通して、人に意見を発信する力があるか 
5）グループワークを通して、他者とのコミュニケーション能力があるか

動く舞台装置があることをご存知ですか ?舞台を彩る舞台装置の
中には、動くことで劇空間を生み出すものも存在します。今回の
授業では、モチーフを読み解き、動く舞台装置をみなさんで創作
します。動くという要素を取り入れた舞台装置をデザインし、創
作することを通して舞台ならではの協働を体験してみましょう。
授業の最後には、演技・演出コースと合同で「舞台芸術とは何か」
を考えるワークショップを実施します。

教員と 1対 1の面談（3~5分程度）を実施します。

人物像、独創性、積極性、熱意、これからの可能性を評価します。
準備をしてきた回答ではなく、その場の質問を受けて、自分の言葉
で何を語るかを重視します。

体
験
授
業
内
容

舞 台 芸 術 学 科　 舞 台 デ ザ イ ン コ ー ス

1期 2期

はじめに、モチーフを読み解き、自由に舞台空間をイメージして  
舞台のプランを作成します。その後、実際の劇場空間を使用し、 
照明や舞台備品を工夫しながらイメージした世界を表現してみま  
しょう。色々な機材に関する学びやグループワークでの発見を活  
かしつつ「劇空間」づくりに挑戦することで、舞台ならではの協
働を体験します。授業の最後には、演技・演出コースと合同で「舞
台芸術とは何か」を考えるワークショップを実施します。

      評価ポイント

      評価ポイント

教員と 1対 1の面談（3~5分程度）を実施します。

      評価ポイント

1）モチーフを読み込み、
     自分のデザインを考えることにチャレンジできるか
2）レクチャーを活かしてプランを修正できる学習能力があるか
3）作業に臨む姿勢を通して、継続力、集中力があるか
4）作品のプレゼンを通して、人に意見を発信する力があるか 
5）グループワークを通して、他者とのコミュニケーション能力があるか

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、色鉛筆またはク
レヨン (12色以上 )、はさみ、のり、カッターナイフ（こちらでも用意
しますが、ご自身で使いやすいものがあればお持ちください）

持
参
物
・
服
装

 服装  汚れてもよい動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）、
スカート不可、髪の毛の長い人は束ねる、または髪を束ねる為のゴム

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）

 服装  汚れてもよい動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）、
スカート不可、髪の毛の長い人は束ねる、または髪を束ねる為のゴム

人物像、独創性、積極性、熱意、これからの可能性を評価します。
準備をしてきた回答ではなく、その場の質問を受けて、自分の言葉
で何を語るかを重視します。

俳優の仕事を体験しよう！－コミュニケーション編－ 俳優の仕事を体験しよう！－感覚表現編－

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）

午前中は、相手役とのコミュニケーションに焦点を当てた「演技」
を体験します。午後は、各自の希望で「演技チーム」「ダンスチー
ム」「歌唱チーム」に分かれます。演技チームは短い場面づくりに、
ダンスチームはミュージカルを想定したダンス表現に、歌唱チー
ムは役柄を意識した歌唱表現に挑戦します。最後は、舞台デザイ
ンコースと合同で「舞台芸術とは？」を考える授業を実施します。

一日を振返り、発見したこと、気付いたこと、学んだことを
レポートにまとめます。

体
験
授
業
内
容

舞 台 芸 術 学 科　 演 技 ・ 演 出 コ ー ス

1期 2期

午前中は、感覚や感情表現に焦点を当てた「演技」を体験します。
午後は、各自の希望で「演技チーム」「ダンスチーム」「歌唱チーム」
に分かれます。演技チームは台詞表現に、ダンスチームはミュー
ジカルを想定したダンス表現に、歌唱チームは役柄を意識した歌
唱表現に挑戦します。最後には、舞台デザインコースと合同で「舞
台芸術とは？」を考える授業を実施します。

1）午前、午後のそれぞれの授業の中で、
　 記憶や印象に残っている体験を具体的に記述できているか
2）午前、午後のそれぞれの授業の中での学びや発見を
　 具体的に記述できているか
3）自分の考えを適切にわかりやすく記述できているか

      評価ポイント

一日を振返り、発見したこと、気付いたこと、学んだことを
レポートにまとめます。

1）午前、午後のそれぞれの授業の中で、
　 記憶や印象に残っている体験を具体的に記述できているか
2）午前、午後のそれぞれの授業の中での学びや発見を
　 具体的に記述できているか
3）自分の考えを適切にわかりやすく記述できているか

      評価ポイント

持
参
物･

服
装

      評価ポイント
体験授業型はオーディションではありません、授業です。
今持っている演技力や技能よりも課題に向き合う姿勢や一日を通して
の成長度、発見、気付きを重視します。

      評価ポイント
体験授業型はオーディションではありません、授業です。
今持っている演技力や技能よりも課題に向き合う姿勢や一日を通して
の成長度、発見、気付きを重視します。

 服装  動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）

 服装  動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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こども目線で瓜生山を観察し、「物語」をつむぐ こどもが遊びを発見する「遊具」を構想する

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）、メモ帳やノート
使い慣れた描画用具一式（色鉛筆、クレヨン、水彩絵具、アクリル絵具
など）、はさみ、水分補給のための飲料、雑巾（描画用具で水彩絵具やア
クリル絵具を持参する場合のみ）

筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴムなど）、メモ帳やノート、
はさみ、カッター

こどもの可能性を引き出し、育むために、「物語」はとても大切
です。まずは、緑豊かな瓜生山キャンパスで、あなたのこども心
を呼び覚まし、自然をよく観察してみましょう。次に、こども目
線で見つけた気づきをもとに、みんなで物語をつむいでいきま
す。最後に、物語をこどもたちへ届ける方法を考えてカタチにし
ていきます。発想から構想へ、こどもと芸術をキーワードとした
本学科での学びの方法が体験できる授業です。

グループ面談を実施します。

体
験
授
業
内
容

こ ど も 芸 術 学 科　 こ ど も 芸 術 コ ー ス

1期 2期

大人にとっては見慣れた平凡な場所でも、こどもはそこでワクワ
クしながら何かを発見し、次々と新しいあそびを創造していきま
す。あなたもこどもになったつもりで遊びを発見、創造してみま
しょう。そこで得た遊びのアイデアをもとに、こどもにとって魅
力的な遊具を構想しカタチにします。そして、構想した遊具をみ
んなの前で発表し、アイデアを共有します。

1）質問を的確に理解し、対話することができるか
2）考えや思いを自分の言葉で伝えることができるか
3）学科での学修内容を理解し、
　 志望動機や学びへの意欲・意志が明確かどうか

      評価ポイント

グループ面談を実施します。

1）質問を的確に理解し、対話することができるか
2）考えや思いを自分の言葉で伝えることができるか
3）学科での学修内容を理解し、
　 志望動機や学びへの意欲・意志が明確かどうか

      評価ポイント

 服装  スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）
野外で行動しやすい汚れてもよい服装、
熱中症対策のための帽子やタオル

 服装  汚れてもよい服装、動きやすい服装、
スニーカーなどの動きやすい靴（ヒールやサンダル不可）

持
参
物
・
服
装

      評価ポイント
1）他者のアイデアや意見に耳を傾け、
     グループワークに積極的に参加しているか
2）フィールドワークを通じて発想のタネを見つけることができているか
3）こどもにとって魅力的な物語 (ストーリーライン）を構想できているか
4）楽しみながら見通しをもって完成までやり遂げることができているか
5）他者を意識した対話的なプレゼンテーションができているか

1）他者のアイデアや意見に耳を傾け、
     グループワークに積極的に参加しているか
2）授業内のワークを通じて発想のタネを見つけることができているか
3）こどもにとって魅力的な遊具のカタチを構想できているか
4）楽しみながら見通しをもって完成までやり遂げることができているか
5）他者を意識した対話的なプレゼンテーションができているか

      評価ポイント

ことばの表現・創作を体験して学ぼう②ことばの表現・創作を体験して学ぼう①

次のような、ことばを使ったさまざまな表現を体験する授業で
す。その場で読んだ小説の内容を正確につかみ、より深い味わい
方を模索する読書会。授業でやり方を丁寧に教わり、800字～
1200字程度の文芸作品を執筆する演習。文芸と社会についての
講義（聴講した内容をもとにレポートを書きます）。これらの体
験を通して、ことばの世界に対する興味が広がり、ことばとの関
わりがより豊かなものになることを目指します。

教員 2名との個別面談を行います。

1）本学科とのマッチング
2）大学で学び続け、成長していくことができる姿勢
3）書くこと、読むことへの興味関心

体
験
授
業
内
容

持
参
物

文 芸 表 現 学 科　 ク リ エ イ テ ィ ブ ・ ラ イ テ ィ ン グ コ ー ス

1期 2期

次のような、ことばを使ったさまざまな表現を体験する授業で
す。その場で読んだ小説の内容を正確につかみ、より深い味わい
方を模索する読書会。授業でやり方を丁寧に教わり、800字～
1200字程度の文芸作品を執筆する演習。文芸と社会についての
講義（聴講した内容をもとにレポートを書きます）。これらの体
験を通して、ことばの世界に対する興味が広がり、ことばとの関
わりがより豊かなものになることを目指します。

      評価ポイント

      評価ポイント

教員 2名との個別面談を行います。 

1）本学科とのマッチング
2）大学で学び続け、成長していくことができる姿勢
3）書くこと、読むことへの興味関心

      評価ポイント

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
あなたが他者に紹介したいと思う「本」（ 1冊）
※使用不可の用具：辞書、電子書籍

筆記用具（鉛筆、消しゴム、シャープペンシルなど）
あなたが他者に紹介したいと思う「本」（ 1冊）
※使用不可の用具：辞書、電子書籍

1）読書会における「読解力」「要約力」
2）文芸作品の執筆における「発想力」「文章表現力」
3）講義における「傾聴力」「思考力」

      評価ポイント
1）読書会における「読解力」「要約力」
2）文芸作品の執筆における「発想力」「文章表現力」
3）講義における「傾聴力」「思考力」

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考

体験授業と合わせて実施する選考 体験授業と合わせて実施する選考
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● 早期から準備をして臨める入試
高校の探究学習での経験だけでなく、

本学が実施する探究学習オンライン解説会や

探究ワークショッププログラムに参加して、

指定提出物を作成することができるため、

早期に受験の準備をすることが可能です。

● アート・デザイン未経験でもOK

重要なのは成果物だけではなく、

取り組む過程や学びのプロセスです。

「興味はあるけど、経験がない」と感じている方も、

あなたの探究心や意欲をしっかり評価します。

● 体験授業型との同時エントリーや
   他大学の併願が可能
芸術分野だけでなく、他の分野への進学も

視野に入れている方におすすめです。

自分の興味や可能性を多方面から

広げていけるチャンスとして活用できます。

探究プロセス型入試を新しく導入！
あなたのまなびのプロセスを評価する新しい入試形式です。

総合型選抜 探究プロセス型

どんな入試？
探究プロセス型って

 
評価のポイント

探究学習を通して
新しいことを
学び取ろうとする探究心

Point

1
初めて取り組む
課題であっても、積極的に
挑戦しようとする意欲

Point

2
課題に対して、様々な可能性を
比較検討したうえで自分なりの
答えを導き出す思考力

Point

3
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アート・デザイン未経験でもO K！  

エントリー前にじっくり準備ができ、新しい学びへの探究心や意欲を活かして挑戦できる入試方式です。

エントリー・指定提出物 提出期間

指定提出物探究プロセス型の

探究プロセス型の対策
“探究学習ワークシートオンライン解説会”や“探究ワークショッププログラム”で
学科担当教員とともに探究学習に取り組むことをおすすめします

  指定提出物の準備、どうすればいい？

詳細・予約は
こちらから▶

志望学科の独自様式ワークシートを
ダウンロードして、記入したもの

探究学習ワークシートの説明ならびに
志望理由をまとめた 5分以内の動画

探究学習ワークシート  1枚 動画（5分以内）

9 / 1（火）～4（金）17:00まで 9 / 24（木）～10 / 1（木）

5 / 1（金）

1期 2期

エントリー時の指定提出物のみで受験可能

探究ワークショップ
プログラム

詳細公開｜5/1（金）、予約開始｜6/1（月）17時
※日程は学科によって異なる

対 面

このプログラムは、探究学習
ワークシートに沿って進行す
るため、未経験でも着実に
内容をまとめられます。志望
学科への理解を深めながら、
ワークを通じて指定提出物で
あるワークシートの作成に
取り組むことができ、早期の
受験準備が可能です。

7/19（日）･26（日）

提出動画制作･YouTube
アップロード講座

提出動画の制作やアップロ
ード方法に不安がある方へ
向けて、探究学習ワークシ
ートと動画作成のポイント
を伝達します。制作のコツ
から設定手順まで詳しく
解説するため、不安がある
方でも迷わず着実に受験
準備を進められる講座です。

7/29（水）

オンライン

探究学習ワークシート
オンライン解説会

探究学習ワークシートの
公開に合わせて、各学科の
教員が取り組み方や評価
ポイントをオンラインで
解説します。総合型選抜
（探究プロセス型）の対策は
ここから。まずは自宅で
作成方法を確認したい方に
最適なイベントです。

5/10（日）･17（日）

オンライン

予約開始｜3/21（土）

大学公式Webサイトにて
指定提出物の公開

詳細公開｜5/1（金）、予約開始｜6/1（月）17時※日程は学科によって異なる
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入試の
ポイント

・エントリー（書類審査）無料。
・出願手続時の検定料について、
    2026年2月~ 9月のオープンキャンパス（探究ワークショッププログラムを含む）に参加した方は、2万円減免。
・成果物だけではなく、学びの過程やプロセスを指定提出物で評価する新しい入試形式です。
・体験授業型と同時エントリーが可能です。

インターネットエントリーサイトで発表
※10:00に公表
（インターネットエントリーサイトへのログインが必要です）

※8月22日（土）・23日（日）の
　オープンキャンパスで先行エントリーできます。
※最終日は 17:00まで提出･登録可

1期 2期

9月25日（金） 10月 16日（金）

9月 1日（火） ～ 4日（金）17:00 9月24日（木）～ 10月 1日（木）

指定提出物は「探究学習ワークシート」と「動画」です。「動画」は、規定に沿っているかのチェックを
任意※で受けることができます。結果は提出から 1期は一週間、2期は3日を目安にお知らせします。

8月21日（金） ～ 25日（火） 9月24日（木） ～ 28日（月）

※消印有効。ただし海外から直接出願する場合は必着。 ※消印有効。ただし海外から直接出願する場合は必着。

9月26日（土） ～ 10月 2日（金） 10月 17日（土） ～ 23日（金）

11月2日（月） ※Web発表なし

※第2回登学日については、
コースごとにいずれか 1日を指定

通知投函

第一次手続締切日｜

11月10日（火）
第二次手続締切日｜

12月3日（木）

第1回 登学日｜

12月6日（日）
第2回 登学日｜

2027年2月6日（土） ～14日（日）

インターネットエントリーサイトで発表
※10:00に公表
（インターネットエントリーサイトへのログインが必要です）

1 指定提出物の制作・動画不備チェック期間

２ 指定提出物の提出・インターネットエントリー登録

3 エントリー結果発表

4 出願手続

5 合格通知郵送

6 入学手続

7 0年生プログラム（必修）

※9月26日（土）のオープンキャンパスでエントリーできます。
※最終日は23:59まで提出･登録可

探究プロセス型（エントリー方式）

総合型選抜 1 期 , 2 期 55%募集人員 ----- [ 1期 ] 15%[ 2期 ]

※動画不備チェックは必須ではありません。本チェックを受けなかった動画の提出も可能です。

他大学との併願が可能です。
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コース
併願

同一学科の2コースまで併願が可能。
※学科をまたがる併願はできませんのでご注意ください。
複数コースを併願する場合、志望順位を決めてエントリーを行いますが、
出願時に出願手続するコースは、ご自身で決めることが可能です。

指定提出物
の概要 P30, 31に記載 (探究学習ワークシートは、5/1に大学公式Webサイトにて公開予定です。)

試験内容 指定提出物（探究学習ワークシート（ 1枚）・動画（5分以内））の審査

指定提出物の制作・不備チェック期間

インターネット出願サイト上で、出願書類をダウンロードし、郵送または窓口にて提出してください。
これ以降、別途試験はありません。

出願手続を完了した方に合格通知と入学手続書類を送付します。 

締切日までに入学手続納入金を納め、入学手続を済ませてください。

探究プロセス型で合格された方は、大学での創作・研究に向かうための、指定の登学日に大学での授業に参加するほか、大学での学修に必要な基
礎を養うための課題に取り組みます。入学後にどのような授業が始まっていくのか期待を膨らませ、また入学までに何を意識して、何に取り組む
べきかを授業の中で感じ取ってください。 

※0年生プログラムへの取り組みが適切に行われない場合は、改善指導をします。指導をした上でも改善が見られない場合は、入学許可を取り消す場合があります。 
※0年生プログラムの内容は変更となる場合があります。  

各学科所定のワークシートを本学公式
Webサイト（5/1に公開予定）よりダウ
ンロードの上、記載してください。

① 探究学習ワークシートの制作

[動画]動画のURLをフォームに記載してください。

③ 動画不備チェック送信フォーム

「探究学習ワークシートの説明」と「志望理由」の
動画を撮影のうえ、YouTube（限定公開）へアッ
プロードしてください。

② 動画の制作

証明写真をデータで用意し、
フォームよりエントリーして
ください。

② エントリー

〈探究学習ワークシート〉紙媒体をスキャン、PDF化の
うえアップロードしてください。
〈動画〉動画のURLをフォームに記載してください。

① 指定提出物送信フォームへアップロード

エントリー時に登録されたメールアドレスに受験票発行通知メール
をお送りします。各自でダウンロードしてください。
受験番号は合格発表の際に使用します。

③ 受験票をダウンロード

入学の意思がある方は、       の出願手続に進んでください。複数コースで「出願可」の
場合は、ご自身で出願手続（進学）するコースを決めてください。 入学の意思がない
場合は出願手続をしなくても、以降の入試に影響はありません。  

4

「出願可」の場合 

今回の結果に関して、以降の入試に影響はありません。1期の場合は、「総
合型選抜2期」以降、2期の場合は「総合型選抜3期」以降の入試にチャレ
ンジしてください。

「出願不可」の場合

1期は一週間、2期は3日を目安に結果をお知らせします。
※動画不備チェックフォームは、大学公式Webサイトに
5/1公開予定です。

※2026年 2月_ 9月実施の
オープンキャンパス・

探究ワークショッププログラムに
参加した場合は検定料 15,000円（詳細は P07）

エントリー結果発表（結果通知の郵送はありません）

出願手続

合格通知郵送

入学手続

0年生プログラム（必修）

２

3

4

5

6

7

1

指定提出物の提出・インターネットエントリー登録

インターネット

手続

エントリー無料

検定料

不要

調査書

郵送 または 窓口持参

手続

35,000円 または 15,000円

検定料

必要

調査書

詳細はP30, 31

詳細はP30, 31

詳細はP48 詳細はP51

出願に必要な書類 P46

詳細はP57

※出願手続要項、出願書類等については       のエントリー結果発表時に本学Webサイトにてお知らせします

※エントリー結果発表の3日前になっても受験票発行通知メールが
届かない場合は、アドミッション・オフィスまでお問い合わせください。

3
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エントリー完了

5/1に公開予定の探究学習ワークシートを大学公式Webサイトからダウンロードして、
エントリー期間までに完成させる。

探究学習ワークシートをダウンロード、記入1

5分以内の動画を撮影する。

動画の撮影2

受験生自身が、YouTube（限定公開）※へ動画をアップロードして、URLを発行する。

「動画」は、規定に沿っているかのチェックを任意で受けることができます。
動画不備チェック送信フォームへの提出から 1期は一週間、2期は3日を目安に結果をお知らせします。
1期｜8/21（金）~ 25（火）
2期｜9/24（木）~ 28（月）

動画をYouTubeへアップロードする3

①  探究学習ワークシート  |  紙媒体をスキャン※、PDF化のうえアップロードしてください。
②  動画  |  動画のURLをフォームに記載してください。

動画不備チェック4

インターネットエントリー期間中に
指定提出物の提出とインターネットエントリーの登録を行う5

※スキャン 書類などの紙を、デジタルデータ（画像ファイル）にするために読み取ること。
 自宅のプリンター等でスキャンができない場合は、各コンビニのマルチコピー機で利用が可能です。

※動画不備チェックは必須ではありません。チェックを受けなかった動画の提出も可能です。

※YouTube限定公開とは？動画のURLを知っている人にのみ動画が公開されるアップロード方法のこと。

指定提出物の概要

探究プロセス型（エントリー方式）

総合型選抜 1 期 , 2 期

探究学習ワークシート 1枚
志望学科の独自様式ワークシートをダウンロードして、記入したもの
※5/1に大学Webサイトにて公開を予定しています。

指定提出物 提出物①

動画（5分以内）
探究学習ワークシートの説明ならびに志望理由をまとめた5分以内の動画
※編集禁止・自身のスマートフォンで撮影可

提出物②

エントリー
までの流れ

探究ワークショッププログラム
7/19（日）･ 26（日）開催！対 面

学科担当教員が丁寧に指導しながら各分野の学びを
ベースに探究学習に取り組みます。このプログラムでは
「総合型選抜  探究プロセス型」の指定提出物である探究
学習ワークシートの作成も行いますので、早期に受験準
備が可能です。

探究学習ワークシート解説会
5/10（日）･17（日）開催！オンライン

探究学習ワークシートの公開に合わせて、各学
科の教員が取り組み方や評価ポイントをオンラ
インで解説します。総合型選抜(探究プロセス型)
の対策はここから。まずは自宅で作成方法を確認
したい方に最適なイベントです。

提出動画制作・YouTubeアップロード講座7/29（水）開催！オンライン
探究学習ワークシートの内容を説明するためのポイントと動画のアップロード方法の詳細をお伝えします。

ワークシート

どう準備、対策

すればいい ?

探究学習ワークシートは
こちらよりダウンロードください
（5/1公開予定）。

動画制作の不安を
解消したい！
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選抜限定公開後、YouTubeから発行された動画のURLを必ずコピーし、

ご自身でアクセスして動画が正常に視聴できるか確認してください。
step4    URLと動画の確認

提出前に、動画の内容や設定に不備がないか、所定の期間にチェックを受けることができます
（動画不備チェック送信フォーム）。

step5    動画不備チェック（任意）

「限定公開（動画のリンクを知っているユーザーが動画を視聴できます）」を選択してください。
※公開設定を間違えると、第三者に動画が公開される可能性がありますので、ご注意ください。

step3    公開設定

動画編集機能における要素は一切追加しないでください。step2     動画の要素

指定提出物 規定に沿っていない場合は、減点の対象になります。

動画をアップロードする際、以下の項目を正確に設定してください。

・タイトル     　以下の形式で記載してください。第二志望コースがある場合は、そのコース名も記載してください。
                            　氏名_第一志望学科コース_（第二志望学科コース_）総合型選抜○期探究プロセス型動画
                            　例 :瓜生花子_美術工芸学科 日本画コース_総合型選抜 1期探究プロセス型動画
                             　      瓜生太郎_美術工芸学科 日本画コース_油画コース_総合型選抜2期探究プロセス型動画
                            　※注意※ タイトルには半角カタカナや機種依存文字を使用しないでください
・説明　　　　説明欄には、上記のタイトルと同じ文言を入力してください。
　　　　　   探究学習ワークシートの内容、志望動機、その他補足情報などは記載しないでください。
・サムネイル    設定は不要です。
・視聴者層         「いいえ、子ども向けではありません」を選択してください。
・年齢制限　    「いいえ、動画を 18歳以上の視聴者のみに制限しません」を選択してください。

各学科が指定する探究学習ワークシートを、本学公式Webサイトからダウンロードしてください。
ワークシートへの記入は、手書きまたはデジタル入力のいずれの方法でも構いません。ただし、ワークシートの様式（レイアウト）や、記載さ
れているテキストの内容を改変することは禁止します。なお、ワークシートは 1枚に収めて提出してください。

[提出方法 ] ・デジタルで入力した場合 :PDF形式（A3サイズ）で保存し、提出してください。
・手書きで記入した場合 :スキャナーを使用して PDF形式（A3サイズ）で保存し、提出してください。
・データの大きさは 3MBが上限です。それよりも大きい場合は、データを圧縮してください。
・提出する際のデータ名は、次のように記載してください。第二志望学科コースがある場合、コース名を記載してください。
  「氏名 _第一志望学科コース _（第二志望学科コース _）総合型選抜○期探究プロセス型ワークシート」

スキャンについて :スキャンとは、書類などの紙媒体をデジタルデータ（画像ファイル）として読み取る操作のことです。
ご自宅にスキャナーがない場合は、コンビニエンスストアに設置されているマルチコピー機でもスキャン機能が利用できます。

探究学習ワークシート 1枚 ※PDF形式（A3サイズ）

1. 撮影環境
【撮影環境に関する注意】 背景は無地または意図のないものとし、試験内容に関係する物が映り込まないようにしてください。
照明は顔がはっきり見える（帽子、マスク、サングラスは不可）自然な明るさを保ち、不自然な演出効果は避けてください。
また、受験生以外の他者が映り込まないようにしてください。

動画の編集は禁止です。
編集に含まれる行為：撮影の中断・接続、テロップ・画像・BGM・効果音・速度変更・エフェクト追加、背景加工（ぼかしを含む）、
映像や音声の一部カット・補正、字幕・ナレーション追加、画角変更、複数画面表示、映像の回転・反転、zoomなどの
アプリの機能を使った画面共有など一切を禁止します。

2. 撮影
・5分以内の動画を提出してください。 ※自身のスマートフォンで撮影可
・動画の冒頭において、以下の事項を必ず口頭で伝達してください。
①氏名②第一志望学科コース（第二志望がある受験生は第二志望コースも含む）
・探究学習ワークシートの説明をする際に、ワークシートを画面に見せながら説明する必要はありません。

3. YouTubeへのアップロード
すでにアカウントを取得している方は、既存のアカウントでのアップロードも可能です。
アカウントがない方は、新規にアカウントを取得してください。

動画 5分以内 ※自身のスマートフォンで撮影可

step1    詳細設定

エントリーに関する注意事項

【登録内容の不一致について】エントリー時に登録した学科・コースと、提出物（動画を含む）に記載または口頭で伝達した学科・コースが異なる場合、
エントリー時に登録した学科・コースで受付、判定します。
【動画不備チェックについて】動画不備チェックは、あくまで任意の確認の機会です。合否評価の対象となるのは、エントリー時に提出された動画
です。不備チェックの有無や結果が、本評価に影響を与えることはありません。
【複数回のエントリーについて】複数回エントリーを行った場合、最初に完了したエントリーの内容が正式なものとして扱われます。エントリー完
了後の内容変更は一切できませんので、登録内容を十分にご確認のうえ、エントリーを行ってください。
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科目選択型

入試の
ポイント

・基礎学力方式：「国語・英語」「小論文」と
   デッサン課題方式：「デッサン（静物）」「デッサン（手）」の4科目のうち、2科目まで併願可能。
・全国 5会場にて実施。
・総合型選抜 3期 テーマ選択型（オンライン）と同時出願が可能。

コース併願
（無料） 4コースまでの併願が可能。また、本学併設の京都芸術デザイン専門学校と併願が可能。

会場 京都、東京、名古屋、岡山、福岡

10月28日（水） ～ 1 1月3日（火･祝）

12月2日（水）

※最終日は23:59まで登録可

インターネット出願サイトで発表
※10:00に公表
（インターネット出願サイトへのログインが必要です）

10月28日（水） ～ 1 1月4日（水）
※消印有効。ただし海外から直接出願する場合は必着。

1 1月20日（金）

第一次手続締切日｜

12月14日（月）
第二次手続締切日｜

2027年 1月7日（木）

1 インターネット出願登録

２ 出願書類提出

3 試験日

4 合格発表

5 入学手続

総合型選抜 3期 10%募集人員 -----

3期

会場地図はP55

通知投函

他大学との併願が可能です。
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試験科目 午前と午後より1科目ずつ最大2科目受験することが可能です。1科目のみの受験も可能です。
午前と午後で同一科目を受験することはできません。

「鉛筆デッサンー静物／手」

「小論文」

「国語・英語」

観察力・構成力・表現力

読解力・論理的思考力・文章表現力

基本的知識・文章読解力などの基礎学力
評価の
ポイント

加えて、提出書類（志望理由書・調査書など）を含め総合的に評価します。

判定方法
科目ごとに合否判定を行います。2科目受験した場合は、 成績順位の高い科目で判定します。
2~4コース併願し、複数コースで合格基準に達した場合は、志望順位の高いコースのみ合格となります。

インターネット出願登録

合格者へは合格通知と入学手続書類を大学より郵送します。
※不合格者への通知は送付しません。

試験時間｜ [国語・英語 ] 1 1:30 ~13:00      [小論文 ] 14:30 ~16:00

[鉛筆デッサン‐静物・手 ] 午前 10:00 ~13:00 / 午後 14:30 ~17:30

試験会場｜ 選択した会場で実施。

締切日までに入学手続時納入金を納め、入学手続を済ませてください。

4コースまでの併願が可能。併願する場合は志望
順位を決めてください。

① コース・試験科目・試験会場を選ぶ

証明写真をデータで用意し、フォームより
出願登録をしてください。

② 出願登録

入学願書・志望理由書をダウンロード・印刷・記入
のうえ、出願書類（調査書など）を郵送または窓口持
参にて提出してください。
窓口受付｜月～土 9:00～17:30（日・祝休）

① 出願書類提出

インターネット出願登録の際に登録されたメールアドレスに受験票発行通知メールをお送
りします。各自でダウンロード・印刷し、試験日にお持ちください。試験当日の注意事項
が記載されています。合格発表まで大切に保管してください。

② 受験票をダウンロード

③ 検定料の納入
※コース併願無料/何科目受験しても

検定料は変わりません

合格発表

入学手続

試験日・試験会場

２

3

4

5

1

出願書類提出

35,000円

検定料

郵送 または 窓口持参

手続

必要

調査書

インターネット

手続

※試験日3日前になっても受験票発行通知メールが届かない場合は、
アドミッション・オフィスまでお問い合わせください。

 午前  「国語･英語」「鉛筆デッサンー静物」「鉛筆デッサンー手」  午後  「小論文」「鉛筆デッサンー静物」「鉛筆デッサンー手」

詳細はP48

詳細はP49

詳細はP51

詳細はP46, 50

会場地図はP55

詳細はP57

試験当日の入構は、京都会場は8:30、その他の会場は9:00からです。
試験開始 20分前には、着席してください。 詳細はP52
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国 語 ・ 英 語

試験内容

時間 11:30～13:00（1時間 30分）

配点 200点（国語 100点／英語 100点）

携行品
（使用可能用具）

筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル、
消しゴム、鉛筆削り）

大学準備物 問題用紙、解答用紙（マークシート）

国語｜現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く）
英語｜英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニ
ケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、
論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ

以上の範囲から出題。課題文を読み、関連の設問に
解答（マークシート）。

国 語 ・ 英 語

ねらい

［国語］専門的知識を問う問題ではなく、大学生レベルの学習で必要とされ
る語彙力と、文章の読解能力を問おうとする。語彙は漢字語や慣用句を問
う形を取るが、単なる知識だけではなく、その運用能力を問う問題である。
また読解能力を問うため、評論文・論説文・小説などを題材にして一定の
長さの文章の内容理解について問題が出題される。
［英語］長文読解をはじめ、語彙、熟語、構文問題が中心に出題される。長
文は芸術、文化、美術、デザインをテーマとした内容が多く、入学後、専
門領域で必要となる英語の運用能力が問われる。表やグラフ問題では英語
情報を的確に理解する力が求められ、語順や文章の流れを問う問題ではコ
ンテキスト（文脈）を正確に把握する力が求められる。

アドバイス

［国語］難しい漢字の書き方を練習する必要はないが、漢字の勉強は大切。
漢字の問題とは、文脈の中でどの漢字（漢字熟語）を使うか、という「語彙」
の問題であることを意識して欲しい。また、読解能力の向上のために、文
章中のキーワード・段落の組み立て・表現の流れなどに注意しながら現代
文の問題（大学入学共通テストや私大文系向けのものが適切）を解いてみよ
う。日ごろから興味ある分野の読書に親しむ事も大切である。
［英語］英語雑誌やインターネット情報の中で芸術、文化、美術、デザイン等、
身近で興味深いと思える英文に少しでも多く触れておくことが大切である。
中学・高校で学習した英単語、熟語の復習や暗記、苦手な文法項目の強化、
また TOEIC等実用的な英語運用能力を高めるための練習問題を解いておく
ことが、入試に向けても効果的な勉強法である。

小 論 文

試験内容

時間 14:30～16:00（1時間 30分）

配点 200点

携行品
（使用可能用具）

筆記用具（鉛筆またはシャープペンシル、
消しゴム、鉛筆削り）

大学準備物 問題用紙、解答用紙、下書用紙（A4白紙）1枚

与えられた文章について自分の考えを論述する
（600～800字）。

ねらい

以下の 4点から評価をする。
・理解力（問題文の内容を把握しているか）
・表現力（日本語の表現・表記の妥当性、誤字・脱字の有無、文字数の過不
足など）
・構成力（段落構成が適切であり、論旨が一貫しているか）
・内容（設問の解答として説得力があり、かつ主張に独自性・論理性・客観
性があるか）
問題文は、芸術・人文・社会・自然などの分野から、評論文・論説文・エッ
セイなどを題材とする。

アドバイス

小論文試験では、問題文をじっくり読み、内容を理解することが重要である。
従って第一に、日頃からさまざまな分野の多種多様な文章を読み、慣れて
おくことが必要である。第二に、600字から 800字で小論文を書く練習が
必要である。物語や詩などの創作とは異なり、小論文では問題文に即しつ
つ、自分独自の考えや主張を論理的かつ客観的に述べなければならない。
人に読まれることを想定して書き、身近な人（先生や保護者など）に添削し
てもらう機会をもつことも大事である。

鉛 筆 デ ッ サ ン ー 手

試験内容

配点 200点

時間 午前｜10:00～13:00（3時間） 午後｜14:30～17:30（3時間）

携行品
（使用可能用具）

B3画用紙に手を鉛筆でデッサンする。

ねらい

デッサンは、芸大生の基礎的素養として、観察力と表現力を磨くための格
好の学習方法です。入学前から対象をよく観察し、描くことをとおして固
定観念的な見方を疑い、様々な観点から見ることを深めるデッサンの経験
が求められます。本学では、モチーフ「手」を設定し、観察力と表現力を問
うデッサンの試験を実施します。

アドバイス

デッサンで大切なのは、まず対象を前にして自身のものの見方を疑い、観察と表
現の関係を描きながら深めることです。デッサン「手」で最も難しいのは、自らの
身体の一部である手を、柔軟な機能するものとして表現することでしょう。自然
な大きさに見えるように構図をとり、皮膚の下にある筋肉や骨格の構造を観察し
てみましょう。そのために、まず5分から10分程のクロッキー（速写）を行います。
肘から手首、指先までのプロポーションを大きく捉えて、生き生きとした線を引
いてみましょう。手のポーズがつくる美しい表情も大切です。古今東西で描かれ
た「手」の表現を調べてみてください。描いた絵と自分の手をよく見比べて、何か
おかしいと気付いたら、すぐに消さずに、正しいと思う線を重ねてみましょう。
沢山枚数を重ねると感覚的に、描くべきところと省略するところを意識できるよ
うになってきます。クロッキーに慣れ、プロポーションや構図がとれたら、明暗
のトーンや質感を観察し、デッサンに移行していきましょう。気負いなく描ける
ようになるまで、クロッキーとデッサンの経験を重ね、沢山描いてください。

鉛筆、消しゴム（ねり消し含む）、羽ぼうき（製図用ブラシ含
む）、カルトン、カルトン用クリップ、鉛筆削り用具、デス
ケル、はかり棒、擦筆、ティッシュペーパーおよびガーゼ

大学準備物
問題用紙、解答用紙（B3画用紙）、
下描用紙（A3白紙）1枚、下敷用紙（B2ケント紙）1枚

モチーフ･課題
の公表内容 自身の手を描く。

試験内容

配点 200点

時間 午前｜10:00～13:00（3時間） 午後｜14:30～17:30（3時間）

大学準備物
問題用紙、モチーフ、解答用紙（B3画用紙）、
下描用紙（A3白紙）1枚、下敷用紙（B2ケント紙）1枚

携行品
（使用可能用具）

モ チ ー フ ・
課 題 の
公 表 内 容

紙コップ（白色 3個）と公表モチーフ 1種を描く。

与えられたモチーフを自由に配置し、B3画用紙
に鉛筆でデッサンする。

鉛筆、消しゴム（ねり消し含む）、羽ぼうき（製図用ブラシ含
む）、カルトン、カルトン用クリップ、鉛筆削り用具、デス
ケル、はかり棒、擦筆、ティッシュペーパーおよびガーゼ

※試験ごとに、紙コップ 3個と公表モチーフ 1種（P35）
が出題されます。 ※モチーフの詳細や出題に関する質問
にはお答えできません。

ねらい

デッサンは、芸大生の基礎的素養として、観察力と表現力を磨くための格
好の学習方法です。入学前から対象をよく観察し、描くことをとおして固
定観念的な見方を疑い、様々な観点から見ることを深めるデッサンの経験
が求められます。本学では、モチーフ「静物」を設定し、観察力と表現力を
問うデッサンの試験を実施します。

アドバイス

デッサンで大切なのは、まず対象を前にして自身のものの見方を疑い、観察と表
現の関係を描きながら深めることです。デッサン「静物」で最も難しいのは全体
の位置関係やバランスでしょう。まずは、5分から 10分程のクロッキー（速写）
に取り組んでみてください。構図のバランスや、個々の大きさとプロポーション
を大きく捉えてみましょう。その時、細部にこだわりすぎていると時間が足りな
くなるので、必ず、決めた時間内で全て描くつもりでやってください。描いたも
のと対象をよく見比べて、何かおかしいと気付いたら、すぐに消さずに正しいと
思う線を上から重ねてみましょう。クロッキーを沢山描くと、対象の本質的なこ
とを意識できるようになってきます。クロッキーの時間を少しずつ長くして明暗
のトーンや質感を描き分けていくと、自然とよいデッサンになるでしょう。計り
棒などで計測しなくても、感覚的にプロポーションや全体の関係が描けるように
なるまで、クロッキーとデッサンの経験を重ね、沢山描いてください。

鉛 筆 デ ッ サ ン ー 静 物
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○モチーフ公表の意図について
芸術大学の入学試験が、高校までの基礎的な学習を超えた過度の専
門性を問われる特異なものであるのは望ましくなく、全国各地で学
ぶ受験生のいずれもが等しく基礎的な学習を行った上で入学試験に
臨むことができ、かつその学習継続の成果を評価したいという趣旨
でモチーフの公表を行っています。日々継続的に芸術を学ぶ上での
基礎力としての観察力・構成力・表現力を磨いた上で入学試験に臨
んでください。

シェラカップ 角底袋

パプリカ（黄） 乾燥寒天

公表モチーフ

紙コップ（白色3個）
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入試の
ポイント

6つのテーマからあなたの得意なものを1つ選び、オンラインでの面接と指定提出物のみで受験可能。
総合型選抜3期科目選択型と同時出願が可能。

テーマ

1．課外活動型
2．表現型（ポートフォリオ）
3．表現型（デジタルクリエイション）
4．英語外部試験利用型
5．離島在住者対象型
6．海外帰国生徒型

3期 4期

12月2日（水） 2027年 2月5日（金）

1 インターネット出願登録

２ 出願書類提出

3 試験日

4 合格発表

※出願には追加要件があります。

※出願には追加要件があります。

※一括納入のみ

1 1月21日（土） 2027年 1月27日（水）

第一次手続締切日｜

12月14日（月） 2027年 2月17日（水）
第二次手続締切日｜

2027年 1月7日（木）

5 入学手続

10月28日（水） ～  1 1月3日（火･祝）
※最終日は23:59まで登録可

12月21日（月） 

～ 2027年 1月5日（火）
※最終日は23:59まで登録可

12月21日（月） 

～ 2027年 1月6日（水）
※年末年始期間の窓口受付は行っておりません。
※消印有効。ただし以下の場合は必着。
・海外から直接出願する場合
・離島在住者対象型に出願する場合

10月28日（水） ～  1 1月4日（水）
※消印有効。ただし以下の場合は必着。
・海外から直接出願する場合
・離島在住者対象型に出願する場合

詳細はP03

詳細はP03

インターネット出願サイトで発表

通知投函 通知投函

※10:00に公表
（インターネット出願サイトへのログインが必要です）

インターネット出願サイトで発表
※10:00に公表
（インターネット出願サイトへのログインが必要です）

テーマ選択型（オンライン）

総合型選抜 3期 , 4期 10%募集人員 ----- [ 3期 ] 若干名[ 4期 ] 他大学との併願が可能です。
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試験内容

テーマごとに指定提出物を提出。
試験日当日は、Zoomを使用した 20分程度の
オンライン面接（5分程度の自己アピール後、質疑応答）を行います。
自己アピール時にZoomの画面共有機能を使用することができます。
実作品等を持ち込み、面接を受けることはできません。
※オンライン面接の集合時間等の詳細は受験票発行時に案内します。

評価の
ポイント

高校までの基礎的な学習に実直に取り組んできた継続力や、芸術に限らず、部活動、ボランティア活動
など情熱を持って打ち込んだものがあるか、また、本学で自分を成長させようとする意欲が
あるかを面接内容、出願書類（志望理由書含む）、調査書等、指定提出物から総合的に評価します。

同一学科内の2コースまで併願が可能。
※学科をまたがる併願はできませんのでご注意ください。

実施方法 コース併願（無料）オンライン（Zoom）

判定方法 2コース併願し、両コースとも合格基準に達した場合は、志望順位の高いコースのみ合格となります。

インターネット出願登録

合格者へは合格通知と入学手続書類を大学より郵送します。
※不合格者への通知は送付しません。

オンライン（Zoom）で面接を実施します。
※オンライン面接の集合時間等の詳細は、受験票発行時にご案内します。

締切日までに入学手続時納入金を納め、入学手続を済ませてください。

同一学科内の2コースまで併願が可能。併願する場合は志望順位を決め
てください。※学科をまたがる併願はできませんのでご注意ください。

① コースを選ぶ

証明写真をデータで用意し、フォームより
出願登録をしてください。

② 出願登録

入学願書・志望理由書・経歴書（海外帰国生徒型のみ）をダウンロード・印刷・
記入のうえ、出願書類（指定提出物、調査書など）を郵送または、窓口持参
にて提出してください。窓口受付｜月～土 9:00~17:30（日･祝休）、年末年
始期間の窓口受付は行なっておりません。

① 出願書類・指定提出物

インターネット出願登録の時に登録されたメールアドレスに受験票発行通知
メールをお送りします。各自でダウンロード・印刷してください。試験当日
の注意事項が記載されています。合格発表まで大切に保管してください。

② 受験票をダウンロード

③ 検定料の納入

合格発表

入学手続

試験日

２

3

4

5

1

出願書類提出

35,000円（コース併願無料）

検定料

郵送 または 窓口持参

手続

必要

調査書

インターネット

手続

※試験日3日前になっても受験票発行通知メールが届かない場合は、アドミッショ
ン・オフィスまでお問い合わせください。

詳細はP49

詳細はP48

詳細はP38, 39, 46, 50

詳細はP51

詳細はP57
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「総合的な探究の時間」の内容や成果、ボランティア活動の内容、部活動の成績や
部内での役割などに加え、それらの活動を通して学んだこと、今後どう活かして
いくか等をアピールしてください。

1.課外活動型

SNSや動画コンテンツ等の制作活動を通して、作品や活動の意図や目的を、また
集団制作の場合、自分がどのような役割を担ったのかをアピールしてください。
合わせて、今後どのような活動をしていきたいのか等もアピールしてください。

3.表現型（デジタルクリエイション）

制作した「デッサン」「色彩表現」「鉛筆写生」などを含めたポートフォリオを作成し
て制作意図や目的をアピールしてください。2.表現型（ポートフォリオ）

英語の言語力や表現力を通して、今後どのように活かしていきたいのかをアピー
ルしてください。4.英語外部試験利用型

「大学の学びをどのように離島・地域に活かすか」のかをアピールしてください。5.離島在住者対象型

6.海外帰国生徒型

入試方式 自己アピールポイント

テーマ選択型（オンライン）

総合型選抜 3期 , 4期

指定提出物の詳細・規定

異文化経験で培った多角的な視点を、本学での制作や議論にどのように生かして
いくか、同時に今まで制作してきた作品等の制作意図や目的をアピールしてくだ
さい。
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「デッサン」 鉛筆デッサン、木炭デッサンなど

「色彩表現」 水彩画、油画など

「鉛筆写生」 静物、人物、風景、建築物、インテリアなどの写真の克明な鉛筆写生

「風景画・背景画」 ー

ー

「立体造形」 彫刻、陶磁器など

「イラストレーション」「キャラクター画」 オリジナルのテーマで制作したもの

「ビジュアル表現」 写真、ポスター、グラフィックなど

「ワークショップ、グループ制作などの資料」
グループワークの場合、自分がどのような役割で
どのような活動をしたのかを示すこと

「論文、評論、脚本、創作文、研究レポートなどの文字資料」

※上記は、ポートフォリオに含める内容として求める一例です。全ての内容を含める必要はありませんが、ポートフォリオを制作する際の参考にしてください。

含める内容 備考

・書式は自由です。A4サイズで印刷し、最大 5枚程度を目安に、出願書類提出時に願書と共に提出してください。
・ページごとに用紙右上に氏名を、用紙下にページ数を記入してください。 
※ホッチキス留めはしないでください。

1．課外活動型 指定提出物 「活動報告書」

・「ポートフォリオ」に含める内容は下記の表を参考にしてください。
・A4サイズ 30ページ以内（表紙含む）とし、クリアファイル（固定式 30ポケットクリアファイル等）に、ページごとにシートに入れて、
   出願書類提出時に願書と共に提出してください。ポートフォリオが入るようなマチ（幅）のある封筒をご用意ください。
・ファイル表紙には氏名を、それぞれの用紙裏面にはページ数を記入してください。
・複数コースに出願する場合も、提出するポートフォリオは 1 冊のみとなります。
・提出されたポートフォリオは、理由のいかんを問わず返却いたしません。
※製本・デコレートはしないでください。面接時の資料としてPDFデータ化（スキャン）しますので、
    必ず 1枚ずつファイルした（ 1枚ずつ取り出せる）形式で提出してください。

2．表現型（ポートフォリオ） 指定提出物 「ポートフォリオ」

・SNS、動画コンテンツ等のWebサイトのURL と共に、作品や活動の意図や目的、制作期間、集団制作の場合、
  自分がどのような役割を担ったのかを明記してください。また、今後どのような活動をしていきたいのか等を記入してください。
・書式は自由です。A4サイズで印刷し、最大 5枚程度を目安に、出願書類提出時に願書と共に提出してください。
・ページごとに、用紙右上に氏名を、用紙下にページ数を記入してください。 ※ホッチキス留めはしないでください。
・WebサイトのURLは、全体に公開されているものを記載してください。新たに登録が必要なサイトや閲覧に制限がかかるものは不可です。

3．表現型（デジタルクリエイション） 指定提出物 「活動報告書」

・直近3 年以内に受験した英語外部試験（TOEFL、英検、IELTS、GTEC、TOEIC Bridge など）の成績表（成績証明書）をA4サイズにコピーし、
  出願書類提出時に願書と共に提出してください。 ※ホッチキス留めはしないでください。

4．英語外部試験利用型 指定提出物 「英語外部試験の成績表（コピー可)」

・「大学の学びをどのように離島・地域に活かすか」をテーマに市販の400字時詰め原稿用紙 5枚以内で考えをまとめて記入し、
  出願書類提出時に願書と共に提出してください。
・原稿用紙の所定欄に、ページごとに氏名を記入してください。また欄外下にページ数を記入してください。
※原稿用紙がA4サイズでない場合は、A4サイズにコピーしたものを提出してください。 
※ホッチキス留めはしないでください。

5．離島在住者対象型 指定提出物 「小論文」

経歴書と表現型（ポートフォリオ）もしくは、表現型（デジタルクリエイション）の指定提出物を提出してください。

6．海外帰国生徒型 経歴書、指定提出物「ポートフォリオ」もしくは 「活動報告書」



他大学との併願が可能です。

一般選抜

入試の
ポイント

・2科目「国語･英語」方式、「小論文」方式、デッサン課題「静物」「手」方式の4科目のうち、2科目まで併願可能。
・全国 5会場にて実施。
・総合型選抜4期テーマ選択型（オンライン）と同時出願が可能。

コース併願
（無料） 4コースまでの併願が可能。また、本学併設の京都芸術デザイン専門学校と併願が可能。

会場 京都、東京、名古屋、岡山、福岡 会場地図はP55

12月21日（月） ～ 2027年 1月5日（火）

2027年  2月5日（金）

※最終日は23:59まで登録可

インターネット出願サイトで発表
※10:00に公表
（インターネット出願サイトへのログインが必要です）

※一括納入のみ

12月21日（月） ～ 2027年 1月6日（水）
※年末年始期間の窓口受付は行っておりません。
※消印有効。ただし海外から直接出願する場合は必着。

2027年 1月28日（木）

手続締切日｜

2027年  2月17日（水）

1 インターネット出願登録

２ 出願書類提出

3 試験日

4 合格発表

5 入学手続

一般選抜 10%募集人員 -----

通知投函
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インターネット出願登録

合格者へは合格通知と入学手続書類を大学より郵送します。
※不合格者への通知は送付しません。

試験時間｜

試験当日の入構は、京都会場は8:30、その他の会場は9:00からです。
試験開始 20分前には、着席してください。

[国語・英語 ] 1 1:30 ~13:00      [小論文 ] 14:30 ~16:00

[鉛筆デッサン‐静物・手 ] 午前 10:00 ~13:00 / 午後 14:30 ~17:30

試験会場｜ 選択した会場で実施。

締切日までに入学手続時納入金を納め、入学手続を済ませてください。

4コースまでの併願が可能。併願する場合は志望
順位を決めてください。

① コース・試験科目・試験会場を選ぶ

証明写真をデータで用意し、フォームより
出願登録をしてください。

② 出願登録

入学願書をダウンロード・印刷のうえ、出願書類（調
査書など）を郵送または窓口持参にて提出してくだ
さい。窓口受付｜月～土 9:00～17:30（日・祝休）、
年末年始期間の窓口受付は行なっておりません。

① 出願書類提出

インターネット出願登録の際に登録されたメールアドレスに受験票発行通知メールをお送
りします。各自でダウンロード・印刷し、試験日にお持ちください。試験当日の注意事項
が記載されています。合格発表まで大切に保管してください。

② 受験票をダウンロード

③ 検定料の納入
※コース併願無料/何科目受験しても

検定料は変わりません

合格発表

入学手続

試験日・試験会場

２

3

4

5

1

出願書類提出

35,000円

検定料

郵送 または 窓口持参

手続

必要

調査書

インターネット

手続

※試験日3日前になっても受験票発行通知メールが届かない場合は、
アドミッション・オフィスまでお問い合わせください。

詳細はP48

詳細はP49

詳細はP51

会場地図はP55

詳細はP52

詳細はP57
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詳細はP46, 50

試験科目 午前と午後より1科目ずつ最大2科目受験することが可能です。1科目のみの受験も可能です。
午前と午後で同一科目を受験することはできません。

「鉛筆デッサンー静物／手」

「小論文」

「国語・英語」

観察力・構成力・表現力

読解力・論理的思考力・文章表現力

基本的知識・文章読解力などの基礎学力評価の
ポイント

加えて、各科目共通している高等学校までの基礎的な学習に実直に取り組んできた継続力と
提出書類（調査書など）を含め総合的に評価します。

判定方法
科目ごとに合否判定を行います。2科目受験した場合は、 成績順位の高い科目で判定します。
2~4コース併願し、複数コースで合格基準に達した場合は、志望順位の高いコースのみ合格となります。

 午前  「国語･英語」「鉛筆デッサンー静物」「鉛筆デッサンー手」  午後  「小論文」「鉛筆デッサンー静物」「鉛筆デッサンー手」
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国語・英語

11:30 13:00 1 30

200 100 100

TOEIC

小論文

14:30 16:00 1 30

200

A4 1

600 800

4

600 800

鉛筆デッサンー手

200

10:00 13:00 3  14:30 17:30 3

B3

5 10

B3
A3 1 B2 1

200

10:00 13:00 3  14:30 17:30 3

B3
A3 1 B2 1

3 1

B3

3 1 P43
 

5 10
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抜
　
試
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内
容
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